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緒

佐
賀
県
内
に
は
、
か
つ
て
千
基
以
上
の
古
墳
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
ナ
が
、
千
数
百
年
を
経

た
今
日
完
構
を
と
ど
め
て
い
る
の
は
皆
無
に
ひ
と
し
く
、
石
室
内
部
は
盗
掘
の
た
め
荒
さ
れ
、
し
か
も

閉
口
さ
れ
た
古
墳
の
石
室
や
封
土
も
土
木
工
事
や
開
墾
事
業
等
の
た
め
に
刻
々
浬
滅
し
つ
つ
あ
る
を
げ

か
わ
し
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。
加
う
る
に
今
日
ま
で
県
内
の
古
墳
で
学
術
的
を
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ

た
も
の
は
一
基
も
な
く
、
佐
賀
県
の
古
墳
文
化
究
明
上
極
め
て
遺
憾
に
思
っ
て
い
た
の
で
あ
り
ま
ナ
。

佐
賀
県
教
育
委
員
会
は
か
か
る
現
状
に
鑑
み
て
、
佐
賀
市
久
保
泉
町
川
久
保
に
あ
る
関
行
丸
古
墳
の

発
掘
調
査
を
昭
和
三
十
二
年
五
月
三
日
か
ら
十
五
日
ま
で
、
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
に
依
頼
し
て
実

施
し
、
発
掘
場
所
は
埋
め
戻
し
て
旧
状
に
復
し
保
存
の
処
置
を
講
じ
ま
し
た
。

関
行
丸
古
墳
は
県
内
に
数
少
い
前
方
後
同
墳
で
あ
っ
て
、
封
土
も
ほ
ぼ
完
構
を
保
っ
て
か
り
、
石
室

の
内
部
主
体
は
築
成
当
時
の
か
も
か
げ
を
そ
の
ま
ま
に
と
ど
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
今
般
こ
れ

が
発
掘
調
査
の
結
果
を
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
の
御
厚
意
に
よ
り
本
報
告
書
に
登
載
ナ
る
こ
と
が
で



き
た
こ
と
は
、
本
県
の
古
墳
文
化
究
明
上
寄
与
す
る
と
こ
ろ
極
め
て
大
な
る
も
の
あ
る
を
思
い
欣
快
に

存
ず
る
所
で
あ
り
ま
ナ
。

こ
こ
に
と
の
報
告
書
を
刊
行
す
る
に
当
り
、
発
掘
調
安
か
ら
遺
物
の
整
理
等
終
始
一
貫
快
よ
く
引
受

け
て
頂
い
た
鏡
山
猛
教
授
を
始
め
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
の
方
方
、
特
に
報
告
書
の
執
筆
を
快
諾
下

さ
っ
た
渡
辺
正
気
氏
、
埋
葬
人
骨
に
つ
い
て
調
査
し
報
告
文
を
寄
せ
て
下
さ
っ
た
九
州
大
学
医
学
部
金

関
丈
夫
教
授
、
本
古
墳
の
発
掘
調
を
に
御
後
援
下
さ
っ
た
佐
賀
市
教
育
委
員
会
・
久
保
泉
公
民
館
、
調

杏
一
期
間
中
種
々
御
配
慮
を
頂
い
た
久
保
泉
小
・
中
学
校
、
地
主
畑
瀬
版
作
氏
、
宿
泊
の
便
を
与
え
ら
れ

た
高
柳
ふ
み
氏
等
に
深
甚
の
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

昭

和

三

十

三

年

三

月

佐
賀
県
教
育
委
員
会

教
育
長

坂

井

隆

治
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第

序

記

佐
賀
市
街
の
東
北
、
岡
市
久
保
泉
町
大
字
川
久
保
に
佐
賀
平
野
の
詩
情
を
く
み
つ
つ
徒
歩
で
い
た
る
に
は
、
長
崎
線
伊
賀
屋
駅
で

下
車
す
る
の
が
最
も
よ
い
。
駅
を
出
て
す
こ
し
西
し
、

平
野
に
今
な
お
の
こ
る
条
里
の
遺
制
に
な
ら
っ
た
大
道
を
、
北
に
約
四
粁
上
る

と
川
久
保
の
主
邑
に
達
す
る
。

そ
こ
を
更
に
七
百
米
ほ
ど
上
っ
て
清
列
な
小
川
に
そ
っ
た
、

し
げ
る
木
の
葉
の
ト
ン
ネ
ル
道
を
通
り
ぬ

け
る
と
行
く
手
の
道
路
の
右
側
に
畑
瀬
源
作
氏
の
藁
屋
取
が
独
立
し
て
見
え
る
。

そ
の
裏
側
に
風
に
そ
よ
ぐ
竹
林
と
柿
の
木
が
立
っ
て

い
る
が
、

そ
こ
が
以
下
述
べ
ん
と
す
る
関
行
丸
古
墳
で
あ
る
。

(
第
一
図
)

古
墳
よ
り
数
百
米
の
東
北
に
そ
び
え
る
百
五
十
米
ほ
ど
の
そ
そ
り
立
っ
た
山
は
、

円以
も
新
し
く
発
見
さ
れ
た
神
寵
石
で
有
名
な
帯
隈

①
 

山
で
あ
る
。
本
古
墳
の
所
夜
に
つ
い
て
は
比
較
的
大
き
く
て
美
し
い
顕
著
な
後
円
丘
を
も
っ
姿
は
、
松
尾
禎
作
先
生
等
に
よ
っ
て
か
な

②
 

り
以
前
か
ら
注
意
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
後
述
す
る
如
き
低
平
な
前
方
部
の
た
め
、
果
し
て
前
方
後
円
墳
で
あ
る
か
に
つ
い
て
た
え

-2ー

ず
疑
義
の
い
だ
か
れ
た
こ
と
は
、

む
し
ろ
自
然
で
も
あ
り
又
や
む
を
え
な
い
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
今
回
の
調
査
主
体
た

る
社
会
教
育
課
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
松
本

一
次
氏
は
こ
の
地
方
に
杭
住
さ
れ
、

し
か
も
こ
の
方
而
に
も
興
味
を
も
た
れ
て
い
る
関
係
か

ら
数
年
前
よ
り
度
々
こ
こ
を
お
と
ず
れ
、
前
方
後
円
墳
な
る
こ
と
を
推
恕
さ
れ
て
い
た
。

発
掘
調
査
は
昭
和
三
十
二
年
五
月
三
日
か
ら
卜
五
日
ま
で
佐
賀
県
教
育
委
員
会
の
事
業
と
し
て
約
二
週
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
。

調
査
の
結
果
、
本
古
墳
は
全
く
の
処
た
墳
で
あ
っ
た
が
、

調
資
の
動
機
は
土
地
所
有
者
畑
瀬
川
似
作
氏
が
当
時
後
円
部
を
開
墾
さ
れ
て
い

た
の
で
、
県
教
育
委
員
会
は

三
十
二
年
度
の
臨
時
の
事
業
と
し
て
迅
速
の
処
置
を
と
ら
れ
、

文
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
に
調
売
の
実

際
を
依
嘱
せ
ら
れ
て
一向
者
協
同
の
今
回
の
発
掘
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
遺
跡
の
破
壊
浬
械
に
対
す
る
選
延
を
許
さ
ぬ
事
情
は
さ
る



こ
と
な
が
ら
、
教
育
委
員
会
自
体
、
前
方
部
の
極
め
て
低
平
な
畿
内
の
前
期
前
方
後
円
墳
の
形
態
に
近
い
本
墳
の
外
観
と
、

又
過
去
に

一
度
開
墾
さ
れ
た
部
分
を
も
っ
と
は
い
え
何
等
内
部
主
体
の
発
掘
さ
れ
た
形
跡
の
認
め
ら
れ
な
い
点
に
更
に
特
別
の
関
心
を
も
た
れ
た

が
故
で
あ
る
。
か
く
て
四
月
二
十
五
日
、
鏡
山
先
生
を
迎
え
て
の
県
社
会
教
育
課
の
現
地
予
察
が
行
わ
れ
、

つ
い
で
五
月
三
日
よ
り
の

調
査
と
な
っ
た
次
第
で
あ
る
。

調
査
の
二
週
間
は
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
よ
り
香
田
伊
作
、
木
下
之
治
、
藤
井
茂
、
高
島
保
夫
、
山
間
慶
人
の
諸
氏
、
文
地
元
よ
り

公
民
舘
主
事
古
川
文
士
氏
、
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
よ
り
は
岩
下
正
忠
、
小
田
富
士
雄
、
犬
神
邦
博
の
諸
氏
が
全
期
間
乃
至
数
日
参

加
さ
れ
、
鏡
山
先
生
直
接
の
指
導
の
下
に
渡
辺
が
主
査
的
立
場
に
於
て
事
に
当
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
間
、
佐
賀
県
当
局
と
地
元
各
方

面
の
援
助
は
極
め
て
多
大
で
あ
っ
た
。
特
に
土
地
所
有
者
畑
瀬
源
作
氏
と
宿
舎
を
提
供
さ
れ
た
高
柳
プ
ミ
氏
の
御
阿
家
の
調
査
に
対
す

な
お
最
後
に
特
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
調
査
の
第
一
日
に
松
尾
禎
作
先
生
が
永
い
病
苦
の
中
を
、
御
令
聞
に
と
も
な
わ
れ

- 3 ー

る
理
解
と
御
支
援
は
調
査
者
一
同
の
永
く
忘
れ
得
な
い
所
で
あ
る
。

中
原
の
里
よ
り
自
動
車
で
現
地
に
来
ら
れ
、
直
接
後
進
の
調
査
に
慈
愛
の
限
を
そ
そ
が
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
執
筆
の
今
、
先
生
は
特
に

病
あ
っ
き
由
、
病
状
を
知
る
筆
者
は
た
だ
粛
然
と
奇
蹟
を
ね
が
う
ば
か
り
で
あ
る
。

註

① 

吉
村
茂
三
郎
、
松
尾
禎
作
、
七
回
忠
志
「
帯
隈
山
神
寵
石
」

『
佐
賀
県
調
査
報
告
』
第
十
輯
所
収
、

昭
和
二
十
六
年

② 

右
註
報
告
。

一
O
七
頁
「
神
上
古
墳
」
の
項
参
照
。

第

古

墳

の

位

置

(
図
版
第
一
)

か
み
め
げ

本
古
墳
の
所
在
地
は
佐
賀
市
久
保
泉
町
大
字
川
久
保
字
神
上
に
所
肩
し
、

な
ほ
局
地
は
俗
称
関
行
と
称
し
て
い
る
。
こ
の
地
は
、
地



関行丸古墳附近地形図
×花納丸古墳

第 l図
×印関行丸古墳

形
上
佐
賀
県
東
半
地
域
を
大
き
く
二
分
す
る
北
方
の
脊
振
山
脈
と
南
方
に
開

け
る
佐
賀
平
野
と
の
境
界
線
に
属
し
、
従
っ
て
大
ま
か
に
は
、

こ
こ
に
発
達

し
た
洪
積
台
地
の
上
に
所
在
す
る
わ
け
で
あ
る
。

(
第
一
図
)

即
ち
こ
の
地
形
境
界
線
の
洪
積
台
地
は
、
実
に
佐
賀
県
に
於
け
る
最
も
重

要
な
古
墳
営
造
地
帯
で
、
東
西
四
十
粁
に
わ
た
り
前
方
後
円
墳
の
み
に
つ
い

て
み
て
も
約
三
十
基
を
算
え
、
県
一
「
に
於
け
る
該
種
古
墳
の
九
割
に
近
い
。

本
墳
は
こ
の
東
西
に
長
い
古
墳
営
造
地
帯
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
す
る
。
局
地
附

近
に
は
大
河
な
く
、

五
粁
は
な
れ
て
束
に
城
原
川
、
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共
に
四
、

西
に
川
上
川

が
そ
れ
ぞ
れ
南
流
し
て
い
る
。
こ
の
両
河
に
は
さ
ま
れ
た
地
域
は
傾
斜
の
ゆ

る
い
一
つ
の
大
き
な
扇
状
地
形
を
形
成
し
て
い
る
が
、
本
古
墳
の
所
在
す
る

附
近
は
実
に
そ
の
要
に
あ
た
る
。
即
ち
西
方
金
立
山
と
東
方
腰
巻
山
に
は
さ

ま
れ
た
峡
谷
の
出
口
か
ら
若
干
南
に
出
た
地
域
に
本
古
墳
は
所
在
す
る
。
h
」

よ
っ
て
か
こ
ま
れ
、

ま
と
ま
っ
た
一
つ
の
平
た
い
地
域
を
形
成
し
て
い
る
。
即
ち
北
は
峡
谷
を
挟
ん
で
西
に
一
三
九
・
五
米
の
山
丘
、

の
地
域
は
西
南
の
方
向
に
聞
け
て
、

北
か
ら
東
南
に
か
け
て
は
、
小
山
丘
に

東
に
帯
隈
山
が
そ
れ
ぞ
れ
所
在
し
、
後
者
は
本
古
墳
東
方
か
ら
東
南
へ
か
け
て
の
小
丘
に
起
伏
を
も
っ
て
連
続
し
て
い
る
。
こ
の
山
正

内
の
平
地
は
、
聞
か
れ
て
ま
と
ま
っ
た
水
田
と
な
っ
て
い
る
が
、
古
墳
の
東
西
に
小
川
が
南
流
し
、

又
往
昔
南
に
低
く
な
る
幾
条
か
の

小
起
伏
が
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
太
墳
の
北
側
及
び
東
側
に
比
し
、
西
南
側
は
一
段
低
く
な
っ
て
い
る
が
、

か
か
る
小
起
伏
の



禄
端
部
に
営
造
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

以
上
の
次
第
で
墳
頂
に
立
つ

で
も
、
今
日
で
は
村
々
の
叢
林
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
遠
望
に
欠
け
る
の
で
あ
る
が
、
当
時
に
あ
っ
て
は

比
較
的
傾
斜
の
ゆ
る
い
扇
状
地
な
が
ら
、
遠
く
有
明
の
海
を
望
み
得
た
で
あ
ろ
う
。
さ
り
な
が
ら
遠
望
を
旨
と
す
る
よ
り
谷
口
に
近
い

洪
積
台
地
の
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
平
た
い
一
地
域
の
中
心
に
鎮
め
奉
っ
た
と
い
う
感
が
強
い
。

な
お
附
近
に
は
至
近
の
距
離
に
数
基
の
古
墳
が
遺
存
し
て
、
も
と
古
墳
群
を
形
成
し
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
即
ち
本
墳
前
方
部
の

①
 

前
面
に
、
道
路
を
へ
だ
て
て
直
ち
に
一
基
の
円
墳
が
所
在
す
る
。
文
他
の
一
基
で
花
納
丸
古
墳
と
称
さ
れ
る
も
の
は
古
く
天
保
年
聞
に

発
掘
さ
れ
、
遺
物
を
今
日
に
伝
え
て
い
る
。
中
に

三
環
鈴
を
含
み
、
本
墳
と
の
関
係
に
於
て
極
め
て
示
唆
に
富
む
。

し
か
し
こ
れ
ら
の

詳
細
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
す
る
外
は
な
い
。

な
お
木
古
墳
封
土
の
表
層
よ
り
糸
切
の
土
師
小
川
を
は
じ
め
少
量
の
後
代
の
土
師
器
片
及
び
瓦
器
片
を
採
取
し
た
が
、

文
中
期
の
靖
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生
式
土
器
片
も
表
層
及
び
深
部
よ
り
出
土
し
、
古
墳
造
営
の
は
る
か
以
前
か
ら
人
跡
の
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
た
。
道
路
を
へ
だ
て
た

本
古
墳
の
西
側
の
畑
地
か
ら
は
筆
者
自
ら
石
匙
片
を
さ
え
発
見
し
た
。

註

① 

第
一
の
註
①
報
告
、

一
O
八
百
「
花
納
丸
古
墳
」
の
項
参
照
。

第

古

墳

の

外

形

(
図
版
第
一
・
第
一
一
・
第
五
)

北
側
よ
り
な
が
め
る
と
二
段
築
成
の
後
円
部
の
現
状
は
極
め
て
美
し
い
。

(
図
版
第
一
川
)
文
前
方
部
へ
の
移
行
部
即
ち
く
び
れ
部

は
と
と
の
っ
た
形
で
伺
わ
れ
る
。

し
か
し
前
方
部
は
極
め
て
低
平
な
上
に
次
第
に
傾
斜
し
て
、
水
田
面
に
近
く
な
り
、

そ
の
ま
ま
西
側

の
道
路
に
面
し
た
崖
と
な
る
。
従
っ
て
く
び
れ
部
の
状
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
も
し
水
田
面
が
も
と
前
方
部
と
同
高
位
に
あ
っ
た
と
す
れ



宇
三
郎
九

か
な
り
高
い
前
方
部
の
如
く
観
察
さ
れ
る
。

(
図
版
第
二
)

し
か
し
そ
の
西
端
附
近
の
崖
面
を
観
察
す
る
と
、

ば
、
円
墳
ら
し
く
な
る
。
(
図
版
第
一
一
間
)

古
墳
の
南
側
は
、

北
側
に
比
し
現
在
か
な

り
低
い
畑
地
で
あ
る
。

こ
の
面
の
後
円
丘

関行丸古墳附近地籍図

は
相
当
け
ず
り
と
ら
れ
て
い
る
。

し
か
し

な
お
よ
く
円
丘
の
状
を
示
し
て
い
る
。

く
び
れ
部
も
全
く
そ
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

前
方
部
と
思
わ
れ
る
部
位
の
南
半
は
今
畑

第 2図

瀬
氏
の
屋
敷
と
な
り
東
側
の
畑
地
よ
り

層
低
く
、
従
っ
て
屋
敷
裏
は
断
崖
状
に
な

っ
て
、
西
方
道
路
側
と
同
じ
状
況
を
呈
し

て
い
る
。

き
れ
ば
こ
の
地
域
は
南
よ
り
な

が
め
る
と
、
西
方
道
路
に
接
す
る
長
く
て

上
部
に
わ
ず
か
黒
土
を
見
る
に
す
ぎ
な
い
。
即
ち
、
直
ち
に
こ
の
部
が
す
べ
て
前
方
部
と
断

ほ
と
ん
ど
礎
石
さ
え
交
え
た
黄
色
の
地
山
の
層
を

表
わ
し
、

じ
得
な
い
。
以
上
の
如
奇
形
状
を
呈
す
る
の
で
、

外
観
の
み
か
ら
す
る
と
き
、
本
墳
は
前
方
後
円
墳
の

公
算
が
極
め
て
大
ま
い
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
の
前
方
部
の
限
界
並
び
に
そ
の
本
来
の
規
模
を
推
定
す
る

W 
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こ
と
が
相
当
困
難
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
前
方
部
を
縦
断
す
る
ト
レ
ン
チ
を
掘
開
し
た
。
結
果
は
西
側
道

路
に
面
す
る
崖
の
上
端
か
ら
約
十
四
米
五
十
糎
の
所
で
の
み
地
山
を
南
北
に
溝
状
に
掘
り
く
ぼ
め
た
部

位
が
存
し
た
。

(
図
版
第
五
山
・
第
三
図
)
叉
そ
の
前
後
に
於
て
地
表
の
勾
配
に
、

わ
ず
か
な
が
ら
段

を
有
す
る
こ
と
が
観
取
さ
れ
る
。
己
れ
は
畑
の
設
定
に
よ
る
新
し
い
人
為
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が

文
逆
に
新
し
い
人
為
が
本
来
の
変
化
に
相
応
し
て
行
わ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
す
こ
し
短
か
き
に
す

ぎ
る
様
だ
が
他
に
前
方
部
を
限
る
何
等
の
徴
証
も
発
見
出
来
な
か
っ
た
の
で
、

一
応
こ
こ
に
前
方
部
の

境
界
を
考
え
る
次
第
で
あ
る
。

か
く
て
得
ら
れ
た
古
墳
の
現
状
は
、
後
円
部
径
三
十
五
米
、

北
側
水
田
面
よ
り
の
高
さ
四
・
五
米
。

前
方
部
は
長
さ
二
十
米
、
幅
十
三
米
、
高
さ
一
米
乃
至
そ
れ
以
下
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

後
円
丘
の
基
段
は
最
も
高
い
東
側
で
高
さ
約
二
米
、

北
側
を
め
ぐ
っ
て
く
び
れ
部
で
高
さ
約
一
米
に

下
る
。
基
段
上
の
主
丘
は
径
二
十
八
米
、
高
さ
三
米
を
超
え
る
。
葺
石
、
埴
輪
等
の
外
部
施
設
は
一
切

存
し
な
い
。
封
土
は
全
面
に
今
、

地
表
か
ら
八
十
糎
ま
で
は
黒
土
が
一
様
に
被
覆
し
て
居
り
、
そ
れ
以

下
は
黄
禍
土
と
黒
土
が
交
互
に
挟
在
し
て
い
て
、
石
室
の
羨
道
部
で
は
そ
の
状
態
が
墳
丘
基
部
に
達
し

て
い
る
。

(
図
版
第
七
附
・
第
六
凶
)
墳
頂
で
は
二
米
を
超
え
た
掘
開
だ
が
、
同
様
で
あ
っ
た
。

図

版
第
五
附
)

し
か
し
羨
道
部
附
近
以
外
で
も
基
部
ま
で
同
様
で
あ
っ
た
か
は
不
明
と
い
う
外
は
な
い
。

即
ち
、
外
観
観
察
だ
け
だ
が
、
東
側
基
段
は
最
下
部
に
至
る
迄
す
べ
て
黒
土
の
み
で
黄
禍
土
の
扶
在
な

く
、
直
ち
に
黄
梅
色
の
地
山
と
な
っ
て
い
た
。

し
か
し
基
段
上
面
は
直
ち
に
当
時
の
地
表
と
は
言
い
が

た
く
、
す
く
な
く
と
も
と
部
八
十
糎
近
く
は
主
丘
全
面
を
被
覆
す
る
表
層
の
黒
土
層
に
あ
た
る
で
あ
る

川崎平二一~ー
E .... ー

F 
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ぅ
。
き
れ
ば
基
段
上
に
存
す
る
主
正
は
恐
ら
く
完
全
な
る
盛
土
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
文
一
方
、
石
室
は
地
表
の
黒
土
層
を
掘
開
し

て
、
黄
褐
色
の
地
山
面
に
床
面
を
置
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
、
石
室
附
近
の
み
地
山
直
上
迄
黒
土
、

黄

禍
土
の
挟
在
が
見
ら
れ
る
の
で
な
い
か
以
思
わ
れ
る
。

前
方
部
の
所
見
も
右
に
矛
盾
せ
ず
、
推
定
前
方
部
先
端
部
で
は
約
四
十
糎
の
黒
土
表
層
の
下
に
、
厚
さ
十
糎

前
後
の
帯
褐
黒
土
の
層
が
一
条
走
り
、
更
に
そ
の
下
に
約
六
十
糎
の
黒
土
を
お
い
て
、
黄
土
の
地
山
と
な
る
。

即
ち
帯
褐
黒
土
以
上
は
恐
ら
く
盛
土
と
考
え
ら
れ
、
下
部
の
黒
土
は
古
墳
築
造
当
時
の
表
層
と
考
え
ら
れ
る
。

(
第
三
図
)
上
下
両
黒
土
層
は
共
に
後
円
丘
に
行
く
に
従
い
、
す
こ
し
ず
つ
厚
く
な
っ
て
い
る
。
前
方
部
境
界

線
以
西
は
黒
土
層
は
約
五
十
糎
の
一
層
の
み
で
直
ち
に
黄
色
の
地
山
に
接
す
る
か
、
或
は
約
十
糎
の
黄
褐
色
土

の
間
層
を
は
さ
ん
で
地
山
に
移
る
か

で
あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
黒
土
の
い
く
ら
か
は
前
方
部
盛
土
の
二
次
的
移
堆

で
、
黄
褐
色
土
層
は
築
造
当
時
こ
の
部
の
黒
土
を
採
取
し
た
証
跡
に
な
る
の
で
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

カミ

か

る
点
か
ら
も
、

こ
の
溝
状
部
は
前
方
部
の
限
界
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
後
円
圧
主
体
の
盛
土
の
採
取
場
に
つ
い
て
も
示
唆
合
与
え
る
。
恐
ら
く
直
接
周
囲
か
ら
採
土

し
、
か
く
て
表
層
た
る
黒
土
と
地
山
の
黄
土
が
交
互
に
意
識
的
に
挟
在
せ

し
め
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

k

っ
ち

は
今
、
後
円
部
外
周
の
水
田
に
黒
土
が
見
ら
れ
ず
、
表
層
二
十
乃
至
三
十
糎
の
白
土
は
淡
黒
色
を
呈
し
、
直
ち

に
黄
禍
の
地
山
に
接
し
て
い
る
。

次
に
こ
の
こ
と
は
更
に
周
濯
の
問
題
に
関
連
し
て
く
る
。
現
在
周
漫
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
景
観
上
何
等
の

積
極
的
な
徴
証
は
な
い
が
、
後
円
丘
背
面
の
水
田
に
穿
っ
た
ト
レ
ン
チ

(
第
四
図
)

で
は
、

基
段
基
部
か
ら
約

w 
糊出掛倒的約手掛泌総議機糊鰍諒胸部おお誌~i
ミミミ然対照~~~~~ミミミミ 司ー 1m
ぷおおぶ泌総冷おおおぷミおおおおおぬぬミミぷおぶおお誌芯ぶお泳三士、

- 8-

東側水田 地 層 図



五
米
は
な
れ
て
上
記
青
褐
色
の
地
山
に
幅
二
米
、
深
さ
二
十
五
糎
の
浅
い
黒
土
層
が
溝
状
を
呈
し
て
掘
り
こ
ま

れ
て
い
た
。

吏
に
そ
の
端
よ
り
四
米
を
超
え
て
、
幅
一
米
、
深
さ
十
揮
の
同
様
の
も
の
が
存
し
た
。

共
に
表
層

下
に
独
立
し
て
存
在
し
、
水
田
経
営
以
前
の
も
の
た
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
周
漫
と
し
て
は
浅
き
に
す
ぎ
、

メ

.0. 官。，。
ι..o...l 

封
土
造
営
の
採
土
に
際
し
自
ら
封
土
の
外
周
に
於
て
凹
み

を
生
じ
た
程
度
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
て
我
々
は
以
上
の
如
ま
方
法
で
築
成
さ
れ
た
封
土

の
本
来
の
外
形
に
つ
い
て
考
え
る
段
階
に
達
し
た
。
本
墳

関行丸古墳外形復原図

の
南
半
が
後
円

・
前
方
両
部
と
も
相
当
の
破
壊
を
経
て
い

る
こ
と
は
上
述
の
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
、
本
来
の
形
は

比
較
的
よ
く
原
状
を
と
ど
め
る
北
側
の
線
に
よ
っ
て
考
え

ざ
る
か
~
得
な
い
。

即
ち
後
円
の
径
と
く
び
れ
部
の
角
度
及
び
前
方
部
前
縁

第 5図

辺
の
推
定
線
よ
り
、
か
な
り
明
瞭
に
旧
状
を
推
し
得
る
筈

で
あ
る
。

し
か
る

に
前
方
部
の
前
辺
を
劃
す
る
と
推
定
さ

れ
る
溝
状
部
は
一
ケ
所
の
発
掘
の
た
め
、

そ
れ
が
ほ
ぼ
ト

レ
ン
チ
に
直
角
に
走
る
ら
し
い
こ

と
以
外
に
は
正
確
な
方

後 円 丘図

- 9 ー

第 4

向
を
知
り
得
な
い
。
従
っ
て
以
下
の
原
状
復
原
に
は
隔
靴
掻
由
悼
の
感
が
極
め
て
深



②
 

い
。
さ
り
な
が
ら
、
隣
郡
神
埼
郡
の
目
達
原
古
墳
群
中
の
大
塚
古
墳
が
、
石
室
・
外
形
共
に
本
墳
に
類
似
を
示
し
、
営
造
時
期
ま
た
相

近
い
の
で
、
参
考
に
し
た
。
か
く
て
原
状
は
次
の
如
く
推
定
さ
れ
る
。

(
第
五
悶
)
即
ち
西
二
十
五
度
南
に
主
軸
の
方
向
を
有
す
る
全

長
五
十
五
米
の
前
方
後
円
墳
で
、
後
円
径
三
十
八
米
、
高
さ
北
側
水
田
面
よ
り
四
米
五
十
糎
。
前
方
部
は
幅
三
十
三
米
、
高
さ
は
後
円

部
と
同
一
基
準
よ
り
す
れ
ば
約
一
米
五
十
糎
、
前
辺
掘
り
割
の
下
底
よ
り
は
約
二
米
五
十
糎
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

註

① 

後
円
丘
築
成
に
つ
い
て
は
、
内
部
構
造
た
る
石
室
と
の
関
係
で
文
次
の
如
き
事
実
が
存
す
る
。
石
室
は
後
円
丘
の
前
半
に

偏
在
し
て
い
る
が
、
先
ず
石
室
の
天
井
石
の
高
位
迄
後
円
丘
全
体
ほ
ぼ
水
平
に
盛
土
し
、
次
い
で
石
室
部
を
先
ず
完
全
に

被
覆
す
る
。

し
か
る
後
、
後
円
中
心
部
に
盛
土
し
て
後
円
丘
を
と
と
の
え
て
い
る
。
即
ち
石
室
の
位
置
と
後
円
中
心
部
の

位
置
は
当
初
よ
り
計
画
的
に
区
別
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

@ 

松
尾
禎
作
「
目
達
原
古
墳
群
調
査
報
告
」

「
佐
賀
県
調
査
報
告
」
第
九
輯
、

昭
和
二
十
五
年
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第

四

石

室

の

構

造

(
図
版
第
三
第
八
)

本
墳
の
主
体
た
る
墓
室
は
、
短
簡
な
羨
道
を
有
す
る
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
あ
る
。
後
円
丘
の
前
半
で
中
軸
線
よ
り
や
や
北
寄
り
に

位
置
し
、
北
側
く
び
れ
部
に
向
っ
て
閉
口
し
て
い
る
。

石
室
は
長
さ
四
米
三
十
五
糎
、
幅
二
米
八
十
糎
の
長
方
形
を
呈
す
る
。
但
し
奥
よ
り
前
が
約
六
十
糠
狭
い
。
一
長
軸
は
東
西
で
、

正
確

に
は
西
五
度
南
に
羨
門
が
あ
る
。
高
さ
二
米
六
十
五
糎
。
共
の
架
構
は
通
例
の
横
穴
式
石
室
の
そ
れ
と
同
様
で
、
奥
壁
に
二
枚
、
左
右

側
壁
に
名
三
枚
の
巨
石
を
腰
石
と
し
、

そ
の
上
に
小
形
の
塊
石
を
平
積
み
に
し
て
、

せ
り
上
げ
て
い
る
。

そ
の
内
面
へ
の
傾
斜
は
か
な

り
急
で
、

天
井
部
の
惰
は
床
面
の
そ
れ
の
三
分
の
一
に
も
及
ば
な
い
。
前
面
は
羨
門
を
形
成
す
る
左
右
各
一
個
の
袖
石
で
限
ら
れ
て
い



る
。
天
井
は
三
枚
の
平
た
い
巨
石
で
被
わ
れ
、
羨
門
に
向
っ
て
傾
斜
し
て
い
る
。

奥
壁
に
接
し
て
障
壁
に
か
く
さ
れ
た
三
個
の
屍
床
が
存
在
す
る
。

(
図
版
第
八
)

一
つ
は
北
側
に
東
西
に
長
く
、
他
の
二
つ
は
そ
の

南
側
に
あ
っ
て
南
北
に
長
く
、
奥
壁
に
平
行
し
て
前
後
に
併
列
し
て
い
る
。
前
者
を
第
一
屍
床
と
称
し
、
後
者
の
奥
壁
に
接
し
た
も
の

を
第
二
屍
床
、

そ
の
前
に
存
す
る
も
の
を
第
三
屍
床
と
名
づ
け
る
。
障
壁
は
組
製
箱
式
石
棺
の
側
壁
に
似
て
板
状
の
平
石
を
た
て
て
あ

ま
り
高
く
な
い
。
障
壁
の
状
態
よ
り
先
ず
第
二
屍
床
が
作
ら
れ
、
次
に
第
一
・
第
三
の
順
序
に
造
作
さ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
屍

床
内
は
大
小
各
種
の
組
雑
な
板
状
石
を
敷
い
て
床
を
つ
く
っ
て
い
る
。
第
二
屍
床
の
北
端
(
図
版
第
九
間
)
と
第
三
屍
床
の
南
端
に
は

床
石
上
に
又
別
に
平
石
が
の
せ
ら
れ
て
存
し
、
自
然
石
の
ま
ま
な
が
ら
、
石
枇
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。

屍
床
の
前
面
に
所
在
す
る
広
い
床
面
は
、

な
ら
べ
、
と
く
に
第
三
屍
床
の
前
面
に
は
更
に
よ
り
広
い
平
石
を
使
用
し
て
屍
床
内
に
似
た
趣
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
余
の
中
央
部
は

主
と
し
て
径
七
糎
位
の
小
磯
石
を
し
き
つ
め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
床
面
に
し
か
れ
た
平
石
・
磯
石
の
下
は
一
ー
l
二
糎
の
黒
土
を
挟
在
せ

し
め
て
直
ち
に
黄
土
の
地
山
に
接
す
る
。
障
壁
は
相
当
深
く
地
中
に
立
て
ら
れ
、
床
面
に
出
て
い
る
部
分
よ
り
深
い
も
の
さ
え
見
ら
一
れ

る
。
周
壁
の
腰
石
の
埋
設
状
態
は
奥
壁
の
一
部
の
み
し
か
確
か
め
得
な
か
っ
た
が
、
床
面
下
約
四
十
糎
ほ
ど
埋
設
さ
れ
て
い
る
ら
し

い
。
そ
の
深
位
に
於
て
小
磯
が
根
締
の
如
く
巨
石
の
下
底
側
に
つ
め
ら
れ
て
い
た
。

一
面
に
磯
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。

た
だ
側
壁
に
近
い
部
分
に
は
比
較
的
広
い
平
石
を
敷
き

-11ー

側
壁
に
あ
っ
て
注
意
す
べ
き
は
、
腰
石
の
上
面
の
レ
ベ
ル
に
於
て
模
状
の
平
石
が
各
面
数
個
ず
つ
一
定
の
間
隔
を
お
い
て
き
し
こ
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
(
・
図
版
第
八
)
奥
監
に
四
個
、
南
北
両
側
壁
に
各
三
個
。
但
し
南
北
両
側
壁
は
そ
の
間
隔
か
ら
各
一
個
を
欠

落
し
た
如
く
で
あ
る
。
従
っ
て
本
来
は
各
四
個
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
北
部
九
州
の
各
地
に
於
て
か
か
る
施
設
の
石
室
が
十
数
例
発
見

①
 

さ
れ
て
い
る
。
石
室
の
構
築
に
は
何
等
関
係
な
く
、
ほ
ぼ
同
レ
ベ
ル
に
存
し
何
物
か
を
架
す
る
も
の
で
あ
る
う
。

羨
門
は
左
右
各
一
個
の
巨
大
な
袖
石
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、

そ
れ
に
椙
石
を
架
し
、

そ
の
上
に
数
値
の
塊
石
を
二
段
に
つ
め
、
更
に



巨
大
な
平
石
を
つ
ん
で
羨
門
の
屋
根
と
し
て
い
る
。
そ
の
後
端
に
石
室
天
井
石
の
最
初
の
石
が
架
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
下
底

き
一
米
を
計
る
。

は
羨
道
か
ら
き
し
こ
ま
れ
た
平
た
い
敷
居
石
が
存
し
て
、
石
室
床
面
よ
り
か
な
り
高
い
。

か
く
て
羨
門
の
口
は
幅
六
十
糎
足
ら
ず
、

一ロ同

羨
門
外
に
は
一
向
側
に
比
較
的
小
さ
い
板
石
を
平
積
み
に
し
た
袖
垣
が
各
々
二
米
ほ
ど
の
び
て
自
ら
羨
道
を
形
成
し
て
い
る
。

第
七
間
)
そ
の
幅
は
羨
門
の
所
で
一
米
二
十
糎
、
先
端
部
で
二
米
二
十
糎
で
「
ハ
」
字
形
の
相
当
な
先
聞
き
で
あ
る
。
袖
垣
の
高
さ
は

(
図
版

羨
門
部
よ
り
順
次
先
端
に
行
く
に
従
い
低
く
な
り
七
十
糎
位
に
な
る
。
両
袖
と
も
厚
さ
は
五
十
糎
前
後
で
内
傾
し
て
い
る
。
次
に
羨
門

、‘，，
all--'

• 
-
e
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羨道部閉塞状態実測図
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第 6図



の
閉
塞
状
態
で
あ
る
が
、
本
墳
は
処
女
墳
で
あ
っ
た
た
め
、
羨
道
部
乃
至
羨
門
の
閉
塞
状
況
が
詳
細
に
判
明
し
て
極
め
て
興
味
深
い
も

の
で
あ
っ
た
。

(
図
版
第
六

・
第
七
、
第
六
図
)
先
ず
方
形
の
と
と
の
っ
た
根
状
の
扉
石
を
梢
石
と
敷
居
石
に
か
ま
せ
て
羨
門
を
と
ぎ

し
、
次
に
そ
の
扉
石
の
下
部
を
土
で
埋
め
、

そ
の
上
に
数
伺
の
相
当
の
塊
石
を
寄
一
い
て
一
扉
石
に
立
て
か
け
、
更
に
そ
の
前
面
に
埋
士
を

よ
り
高
く
つ
ん
で
ゆ
き
、
そ
の
上
に
先
ず
扉
石
に
次
ぐ
大
き
さ
の
不
整
な
板
状
自
然
石
を
楯
石
に
か
け
て
立
て
か
げ
(
図
版
第
七
川
)

次
に
順
次
平
た
い
石
か
ら
自
然
の
塊
石
に
か
え
て
相
当
数
の
詰
石
を
し
て
、
羨
道
部
の
半
分
を
完
全
に
ふ
さ
い

で
い
る
。

か
く
て
土
を

盛
り
完
全
に
後
円
丘
の
中
に
か
く
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
羨
道
床
面
は
定
め
が
た
い
が
敷
居
石
上
面
に
近
い
レ
ベ
ル
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
羨
道
の
前
面
や
や
北
寄
り
の
地
点
で
、
羨
道
床
面
上
約
三
十
糎
の
高
位
で
幅
三
十
糎
の
帯
状
に
小
磯
を
し
き
つ
め
た
状
態
が
表
わ

れ
た
が
、
西
側
に
ど

の
よ
う
に
延
ぶ
か
は
追
究
し
な
か
っ
た
。
そ
の
更
に
上
位
に
磯
石
が
数
個
所
在
し
た
が
、
石
室
構
築
に
際
し
そ
の

単
な
る
捨
石
で
あ
ろ
う
。

- 13一

対
称
的
な
南
寄
り
の
地
点
附
近
か
ら
も
数
個
の
塊
石
を
発
見
し
た
が
、
発
掘
の
当
初
の
こ
と
と
て
、

正
し
く
対
称
的
位
置
に
あ
っ
た

か
否
か
、

不
明
の
ま
ま
、
捨
石
と
し
て
掘
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
附
記
す
る
。
帯
状
の
磯
敷
に
つ
い
て
は
そ
の
有
無
さ
え
注
意
に

上
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
そ
の
存
在
を
疑
わ
し
め
る
も
の
で
あ
る
。

上
の
外
、

石
室
の
腰
石
及
び
天
井
石
等
の
巨
材
は
花
闘
岩
と
角
閃
岩
を
と
り
ま
ぜ
て
使
用
し
て
い
る
。
其
の
他
の
塊
石
及
び
版
状
の
用
材
は
以

②
 

ぺ
グ
マ
タ
イ
ト
で
あ
る
。
す
べ
て
こ
の
地
方
に
産
す
る
石
材
で
あ
る
。

黒
雲
母
片
岩
、

雲
母
石
英
片
岩
、

最
後
に
注
志
す
べ
き
こ
と
は
塗
彩
の
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
石
室
内
は
た
だ
天
井
部
と
羨
門
部
と
を
除
き
他
は
屍
床
障
壁
か
ら
床
石
に

至
る
ま
で
す
べ
て
鉄
丹
が
塗
抹
し
て
あ
っ
て
生
々
し
い
赤
い
部
屋
を
現
出
し
て
い
る
。
羨
門
両
袖
石
の
通
口
面
及
び
前
面
に
も
塗
抹
さ

れ
、
そ
れ
に
近
い
両
袖
垣
の
上
半
に
も
塗
抹
が
見
ら
れ
る
。
な
お
羨
道
前
面
の
捨
石
下
に
も
鉄
丹
の
こ
ぼ
れ
が
見
ら
れ
た
。
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① 

三
島
格

「
九
州
に
お
け
る
突
起
あ
る
横
穴
式
石
室
墳
」
熊
本
史
学
第
十
三
号
、
昭
和
三
十
二
年

② 

石
質
は
九
州
大
学
理
学
部
地
質
学
教
室
の
唐
木
田
芳
文
氏
の
鑑
定
に
よ
る
。

関
行
丸
古
墳
発
見
埋
葬
遺
体
及
び
副
葬
品
一
覧
表

武器類 装 飾具 類
一宇 1 )f! 1今

(金
第|金銅 格年

銅 製 規乃
製 半 矩至冠

鏡老帽筒
片 形 年 屍

一装 男

片 二飾 一一性 床
) 個具 面体

一 一一 ーー

鹿 鹿 貝 金 政: 滅若
角角 銅

文
失年 第

柄 柄 輪製 遺
尖 万 冠 鏡 体性

一

頭 子 申自 一不
工 体明 屍

具

面 |ワ体一 一 一 一 床
個個 個具

ーー齢 a ー

鞘 鉄鹿 金貝ガ ガ碧水 勾 珠変 廿熟
尻 角 銅 ララ 玉 昌 文 形 歳年

第
状 銀柄 製輪スス製製玉 文 乃乃
金 万 細 製製管渠 鏡鏡 至至
具 子 環 小管玉玉 廿老

玉玉 一年
歳性 屍

京包 男不
八十 性明

床
一 一七 一一百一二一一 一 一 一一
個 本 個伺{問個個個 円|面 面 1体体

雑 本 鋲 鮫 鉄
石

金 心 留
具 鉄 金具 1ff: 室

板 具
被三卜 前

五 二 金十二
床占 組具個個 本

!三鋲辻 鮫 羨
環留金
鈴金物具

個具個組個 道
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第

五

遺

物

の

配

夢。

(
図
版
第
四
・
第
八
・
第
六
・
第
九
)

第
一
屍
床
(
図
版
第
八
)

東
西
に
長
い
本
屍
床
に
は
、
遺
体
は
東
部
に
一
四
を
置
い
て
伸
展
葬
さ
れ
て
い
た
。
副
葬
遺
物
も
ま
た
東
部
か
ら
の
み
発
見
さ
れ
た
。

①
 

即
ち
石
室
の
奥
壁
か
ら
約
二

O
糎
は
な
れ
て
前
頭
骨
鱗
部
が
発
見
さ
れ
、
そ
れ
よ
り
約
一

O
糎
ほ
ど
は
な
れ
て
肩
肝
骨
練
部
(
右
)
が

ま
た
西
南
方
に
引
続
い
て
上
勝
骨
体
(
右
)
が
発
見
さ
れ
た
。
而
し
て
そ
れ
ら
に
ま
じ
っ
て
、

ち
り
ち
り
に
多
数
の
歯
及
び
金
銅
製
半

筒
形
装
飾
具
の
一
個
体
分
が
納
片
と
な
っ
て
出
土
し
た
。
こ
こ
の
歯
は
上
顎
歯
牙
で
そ
の
大
部
分
を
遺
存
し
て
い
た
。

ま
た
そ
の
前
顧
問
宵
鱗
部
よ
り
西
北
に
二

O
糎
ほ
ど
は
な
れ
た
所
よ
り
方
格
規
矩
鏡
一
面
が
鏡
面
を
上
に
し
て
現
わ
れ
、
更
に
そ
れ
よ

り
中
央
部
へ
約
二

O
糎
は
な
れ
て
金
銅
製
半
筒
形
装
飾
具
一
個
が
ほ
ぼ
完
存
し
た
状
態
で
裏
面
を
上
に
し
て
発
見
さ
れ
、

そ
の
上
に
肩

- 15ー

肝
骨
腕
部
(
左
)
が
の
っ
て
い
た
。
こ
の
附
近
に
も
多
数
の
歯
が
存
し
、

そ
れ
は
次
記
の
歯
と
共
に
下
顎
歯
に
属
す
る
。
更
に
そ
れ
よ

り
や
や
は
な
れ
て
、

少
数
の
歯
と
長
管
骨
が
遺
存
し
て
い
た
。
以
上
の
如
き
遺
物
・
遺
骸
の
遺
存
状
態
よ
り
、

一
見
鏡
を
境
に
し
て
、

そ
の
東
南
部
と
西
部
に
そ
れ
ぞ
れ
の
頭
蓋
を
も
っ
二
体
の
人
骨
の
哩
葬
が
考
え
ら
れ
る
が
、

し
か
し
そ
の
い
ず
れ
に
も
属
す
る
半
筒
形

装
身
具
は
一
双
一
具
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
更
に
両
者
の
人
骨
や
歯
に
一
つ
の
重
複
も
な
く
、

従
っ
て
一
方
の
半
筒
形
装
身
具
の
著
る

し
い
破
残
の
状
態
等
よ
り
推
し
、
本
来
一
体
の
頭
部
遺
骸
の
四
散
し
た
姿
と
考
え
ら
れ
る
。
人
骨
各
部
は
東
を
頭
部
と
し
て
向
っ
て
右

側
に
右
の
上
牌
骨
と
肩
肝
骨
腕
部
が
あ
り
、
左
側
に
そ
れ
ら
の
左
が
存
す
る
。
従
っ
て
伏
臥
の
状
態
で
埋
葬
さ
れ
た
ら
し
い
。
熟
年
乃

至
老
年
の
男
性
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
如
く
遺
体
は
破
砕
著
る
し
い
上
に
遺
存
甚
だ
悪
く
、

上
述
の
骨
、
歯
片
の
外
は
屍
床
の
西
部
に
於
て
そ
の
部
位
よ
り
僅
か
に



足
骨
ら
し
く
考
え
ら
れ
る
も
の
の
細
破
片
を
見
る
外
は
す
べ
て
消
失
し
て
い
た
。

ま
た
と
述
の
骨
片
も
腐
蝕
甚
し
く
十
分
な
取
り
上
げ

も
行
い
え
な
か
っ
た
。
な
お
屍
床
中
央
部
の
南
障
壁
寄
り
に
第
二
号
屍
床
出
土
の
金
銅
製
冠
帽
の
飛
散
し
た
破
片
が
一
片
、
破
砕
し
た

状
態
で
出
土
し
た
。

第
二
屍
床
(
図
版
第
八
)

南
北
に
長
い
本
屍
床
は
、

北
端
に
枕
石
ら
し
い
も
の
が
存
し
、

こ
こ
に
頭
部
を
置
く
伸
展
葬
が
考
え
ら
れ
る
。
珠
文
鏡
及
び
金
銅
製

冠
帽
片
が
附
近
に
発
見
さ
れ
た
こ
と
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
。

(
図
版
第
九

ω)
し
か
し
骨
片
の
み
な
ら
ず
歯
牙
の
一
片
も
発
見
さ
れ

な
か
っ
た
。
も
と
も
と
本
屍
床
は
、
遺
骸
の
保
存
に
適
し
な
い
条
件
が
あ
っ
た
ら
し
く
、

ほ
と
ん
ど
消
失
し
つ
く
し
て
い
る
。

た
だ

前
頭
骨
左
側
眼
寵
上
縁
の
一
部
が
少
量
本
屍
床
内
よ
り
発
見
さ
れ
た
が
、
不
用
意
に
も
位
置
を
記
録
し
て
い
な
い
。
外
に
中
央
部
や
や

南
寄
り
の
奥
壁
に
接
し
て
発
見
さ
れ
た
鹿
角
柄
尖
頭
工
具
の
柄
部
に
、
僅
か
に
骨
片
を
繍
着
さ
せ
て
お
り
、

ま
た
そ
の
附
近
よ
り
若
年
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と
推
定
さ
れ
る
臼
歯
一
個
が
発
見
さ
れ
た
。
前
者
は
工
具
の
上
部
に
存
し
た
貝
輸
に
よ
っ

て
保
存
さ
れ
た
ら
し
い
。

ま
た
こ
の
臼
歯
は

北
端
の
頭
蓋
部
か
ら
移
動
し
た
と
は
考
え
に
く
く
、
し
か
る
と
き
は
、

た
だ

一
個
な
が
ら
こ
の
附
近
に
即
ち
南
側
に
頭
部
を
持
つ
別
の

思
葬
が
芳
え
ら
れ
る
。
貝
輸
は
む
し
ろ
こ
の
後
者
の
腕
に
装
さ
れ
た
と
考
え
る
方
が
よ
り
ふ
さ
わ
し
い
位
置
で
あ
る
。
従
っ
て
附
近
の

尖
頭
状
工
具
及
び
鹿
角
柄
万
子
も
そ
れ
に
附
随
す
る
も
の
の
如
く
で
あ
る
。
員
輸
は
裏
面
を
上
に
し
て
発
見
さ
れ
、
そ
の
下
に
尖
端
を

西
北
に
し
た
尖
頭
状
工
具
が
存
し
た
。
鹿
角
装
刀
子
は
奥
壁
に
平
行
し
て
、

切
先
を
北
に
刃
を
奥
誌
に
向
け
て
発
見
さ
れ
た
。

な
お
、

北
部
の
鏡
は
鏡
面
を
上
に
し
て
現
わ
れ
、
金
銅
製
冠
帽
は
破
片
七
片
が
乱
雑
に
発
見
♂
れ
た
。

第
三
屍
床
(
図
版
第
八
)

第
二
屍
床
に
平
行
す
る
本
屍
床
は
、

北
端
と
南
端
の
両
方
よ
り
歯
牙
を
発
見
し
、

二
体
の
差
し
合
わ
せ
埋
葬
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え



ら
れ
る
。
副
葬
品
の
発
見
も
ま
た
自
ら
屍
床
の
北
部
・
中
央
部
・
南
部
の

三
ケ
所
に
分
け
ら
れ
る
。

ま
ず
南
部
に
は
石
枕
ら
し
い
平
石

が
中
央
に
存
し
、
南
牙
は
主
と
し
て
そ
の
東
隣
よ
り
発
見
さ
れ
た
。
西
隣
か
ら
も
二
伺
発
見
さ
れ
た
が
、
恐
ら
く
同
一
遺
体
に
属
す
る

②
 

も
の
で
あ
ろ
う
。
東
側
か
ら
は
肋
骨
片
も
出
土
し
た
が
、

こ
れ
ら
歯
牙
・
骨
片
の
特
徴
よ
り
被
葬
者
は
二

O
才
乃
至
二

一
才
の
男
性
と

推
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
備
牙
と
混
在
し
て
、
多
数
の
玉
類
と
万
子
五
本
及
び
鉄
鉱
一
本
が
発
見
さ
れ
た
。

(
図
版
第
九
凶
)
玉
の
種
類
は
別
表
の

第
一
群
が
そ
れ
で
、
大
部
分
は
石
枕
様
平
石
の
西
側
か
ら
出
土
し
た
。
各
種
類
が
全
く
の
混
在
で
、
当
初
の
姿
は
伺
う
べ
く
も
な
か
っ

た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
種
類
の
多
い
こ
と
と
て
、
各
種
と
り
ま
ぜ
た
一
連
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
一
群
の
中
、
石
枕
様
平
石
の

東
側
出
土
は
、

ガ
-
ブ
ス
製
大
形
紺
色
小
玉
二
個
、
同
小
形
紺
色
小
玉
約
七
八
個
、
同
大
形
青
緑
色
小
玉
五
個
、
同
小
形
青
緑
色
小
玉
八

個
で
合
計
九
三
個
。
首
飾
り
の
一
連
と
し
て
は
少
な
い
。

や
は
り
歯
牙
と
同
じ
く
離
散
し
た
も
の
で
、
西
側
の
多
数
の
玉
類
と
一
具
を
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な
す
も
の
で
あ
る
う
。
万
子
は
西
側
に
三
本
、
東
側
に
二
本
発
見
さ
れ
た
が
、
西
側
の
最
南
に
所
在
す
る
も
の
は
切
先
を
西
に
し
、

刃

を
南
に
し
、
中
及
び
北
の
は
互
に
東
西
に
ふ
れ
な
が
ら
大
凡
切
先
を
南
に
し
、

刃
を
東
に
し
て
い
た
。
東
側
で
は
南
の
も
の
は
切
先
を

西
北
に
し
刃
を
西
南
に
、
平
石
の
北
に
あ
る
も
の
は
切
先
東
北
で
刃
は
西
北
で
あ
る
。
鉄
鉱
は
西
側
最
南
端
発
見
の
万
子
に
北
接
し
て

東
北
|
|
西
南
の
方
向
に
位
置
し
て
い
た
。

い
ず
れ
が
尖
端
部
か
記
録
し
え
な
か
っ
た
が
、

恐
ら
く
西
南
側
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

一
O
数
糎
は
な
れ
て
そ
の
茎
の
端
部
片
が
発
見
さ
れ
た
。

屍
床
の
中
央
部
に
は
鏡
面
を
上
に
し
て
珠
文
鏡
が
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
附
近
か
ら
北
部
に
か
け
て
東
西
両
側
と
も
に
長
骨
の
破
片
が

存
在
し
、
西
側
は
多
分
上
醇
骨
で
は
な
い
か
と
い
わ
れ
、
東
側
は
骨
種
不
明
だ
が
外
に
肩
肝
骨
の
破
片
も
出
土
し
て
い
る
。
南
北
い
ず

れ
が
上
部
で
あ
る
か
、
骨
格
に
つ
い
て
不
明
な
筆
者
は
現
場
に
於
て
た
し
か
め
え
な
か
っ
た
。
鏡
の
東
西
は
共
に
小
玉
が
出
土
し
、

西



側
に
は
更
に
貝
輪
一
個
が
出
土
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
が
手
先
に
飾
ら
れ
た
と
す
れ
ば
、

こ
の
長
骨
は
北
が
上
部
で
、
北
側
に
繭
牙
を

残
し
た
遺
体
に
属
す
る
で
あ
ろ
う
。
左
・
右
両
側
の
玉
類
は
別
表
の
第
二
群
と
第
三
群
で
あ
る
が
、
両
者
は
そ
れ
ぞ
れ
出
土
の
中
心
を

③
 

な
お
両
者
の
中
聞
か
ら
も
出
土
す
る
と
い
う
連
続
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
そ
の
本
来
の
姿
は
両
群
を
加
え
て
折

持
ち
な
が
ら
、

半
し
た
数
、
即
ち
各
各
百
個
足
ら
ず
の
小
玉
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
位
置
及
び
数
か
ら
恐
ら
く
左
右
手
頚
の
飾
玉
と
考
え
ら
れ
る
。
西

側
の
遺
物
は
玉
類
の
外
に
は
、

万
の
鞘
尻
金
具
に
よ
く
似
た
も
の
が
一
個
発
見
さ
れ
た
が
、
本
古
墳
よ
り
は
一
本
の
万
身
も
発
見
さ
れ

ず
ま
た
本
遺
物
と
関
係
す
る
も
の
も
見
当
ら
な
い
の
で
用
途
は
不
明
と
い
う
外
は
な
い
。
東
側
は
玉
類
・
貝
輪
の
外
、

そ
れ
ら
の
北
隣

で
障
壁
に
近
〈
、
万
子
一
口
が
切
先
を
南
に
し
、

刃
を
西
に

L
て
発
見
さ
れ
た
。

屍
床
の
北
部
は
、

北
端
即
ち
第

一
屍
床
と
の
境
界
障
壁
か
ら
約
四
五
糎
南
に
さ
が
っ

た
所
か
ら
、
や
は
り
鏡
面
を
上
に
し
て
小
鏡
が

発
見
さ
れ
た
。
そ
の
東
北
隣
か
ら
熟
年
乃
至
若
年
の
性
不
明
の
上
顎
の
街
牙
が
多
数
発
見
さ
れ
た
。
そ
れ
よ
り
更
に
広
範
聞
に
こ
の
附
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近
一
帯
約
一
五
五
個
の
小
玉
が
発
見
さ
れ
た
。

(
別
表
第
四
詳
)
恐
ら
く
頚
飾
り
と
思
わ
れ
る
。
又
小
玉
と
共
に
金
銅
製
の
細
鎧
一
個

を
採
集
し
た
。
西
障
壁
に
接
し
て
、

万
子
一
口
が
発
見
さ
れ
た
。
発
掘
の
際
刃
先
を
欠
失
し
た
が
、

北
を
向
き
刃
は
西
し
て
い
た
。

石
室
前
床
(
図
版
第
四
)

遺
骸
は
一
切
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
遺
物
は
鉄
鉱
三
木
の
外
は
す
べ
て
馬
具
関
係
と
思
わ
れ
る
。
発
見
場
所
は
大
体
二
ケ
所
に
集
中

し
、
他
に
い
く
ら
か
点
点
離
在
し
て
い
た
。

一
群
は
石
室
主
軸
よ
り
南
側
で
、
中
央
よ
り
や
や
東
に
寄
っ
た
所
で
あ
る
@
即
ち
二
対
の

鮫
具
(
図
版
第
四、

ー、

2
、

4
、

5
、

6
〉
と
二
本
の
鉄
鉱
が
発
見
さ
れ
た
。
鮫
具
は
木
製
鞍
の
鞍
と
し
て
二
対
四
個
で
一
具
を
な

す
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
木
製
鞍
の
存
在
が
推
せ
ら
れ
る
。
銀
は
共
に
第
三
屍
床
の
そ
れ
と
同
じ
長
身
片
刃
式
で、

い
ず
れ
も
二
片
に

折
れ
、

一
つ
は
更
に
茎
の
先
端
を
発
見
で
き
な
か
っ
た
。
共
に
東
南
|
|
西
北
の
方
向
を
向
い
て
い
る
が
、

て〉

(
同
図
版

3
)
t土



先
端
が
西
北
に
向
い
て
い
た
如
く
で
あ
り
、
完
形
に
な
る
方
(
同
図
版

7
)
は
東
南
に
向
い
て
い
た
。

他
の
一
群
は
石
室
の
西
北
部
一
帯
か
ら
発
見
さ
れ
た
。
西
北
隅
で
木
心
鉄
板
被
金
具
の

一
組
分
が
破
砕
し
た
姿
で
出
土
し
た
外
は
、

ほ
と
ん
ど
鮫
具
と
鋲
留
金
具
で
あ
る
。
鮫
具
は
二
対
四
個
の
外
に
更
に
三
個
存
す
る
。
こ
れ
ら
は
一
見
四
散
し
た
形
で
雑
然
と
散
在
し

て
い
る
。
即
ち
対
の
も
の
も
四

O
糎
乃
至
五

O
糎
は
な
れ
て
い
る
が
、
二
対
は
一
具
を
な
す
も
の
の
如
く
で
、

ま
た
自
ら
あ
る
べ
き

位
置
の
如
く
で
あ
る
。

し
か
し
木
製
鞍
の
鞍
で
あ
っ
た
か
否
か
は
推
定
の
限
り
で
な
い
。
鮫
具
群
と
交
在
し
て
発
見
さ
れ
る
鋲
留
金
具

は
恐
ら
く
辻
金
物
乃
至
雲
珠
の
足
と
考
え
ら
れ
る
。
五
種
類
一ニ

O
個。

し
か
し
辻
金
物
等
の
基
体
部
は

一
つ
も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

恐
ら
く
滅
失
し
て
し
ま
う
材
料
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
鋲
留
金
具
も
一
見
雑
然
と
四
散
し
た
姿
で
発
見
さ
れ
た
が
、
種
類
別
に
や

や
蝿
集
し
て
い
る
感
を
い
だ
か
せ
る
。
同
種
類
の
四
個
が
集
中
的
に
発
見
さ
れ
た
図
版
第
四
位
の
第
一
類

-m、
お
の
第
二
類
・
泊
、

却
の
第
五
類
等
口
、

そ
れ
ぞ
れ
同
一
個
体
の
四
脚
と
考
え
ら
れ
る
。

- 19ー

こ
の
第
二
群
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
東
南
に
離
れ
、

ほ
ぼ
前
床
の
中
央
部
で
、
尖
端
を
東
北
に
向
け
た
鉄
鉱
が
発
見
さ
れ
た
。
第
一
群
の

銀
と
全
く
同
形
で
あ
る
。
第

一
群
の
鉱
と
関
係
深
い
位
置
に
あ
り
、
も
と
同
一
グ
ル
ー
プ
と
し
て
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

鉄
鉱
か
ら
約
五

O
糎
東
し
て
石
室
西
北
隅
で
発
見
し
た
と
同
じ
木
心
鉄
板
被
金
具
片
が
出
土
し
た
。
更
に
南
に
鮫
具
一
個
分
及
錬
茎
ら

し
き
小
片
一
個
が
発
見
さ
れ
、
更
に
は
な
れ
て
第
三
屍
床
の
近
く
で
原
形
不
明
の
鉄
板
二
片
及
び
鉱
茎
状
小
片
一
個
を
採
集
し
た
。

以
上
前
床
出
土
の
遺
物
は
有
機
質
部
の
自
ら
な
る
滅
失
と
共
に
二
次
的
な
天
井
部
小
石
の
落
下
・
土
砂
の
降
堆
に
よ
っ
て
、

か
な
り

撹
乱
飛
散
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

ほ
ほ
そ
の
大
体
の
原
位
置
は
発
見
位
置
に
近
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

羨
道
(
図
版
第
六
)

羨
門
扉
石
の
前
面
よ
り
約
一
米
二

O
糎
ほ
ど
前
方
の
羨
門
閉
塞
詰
石
群
の
先
端
部
で

三
環
鈴
一
仙
及
び
鮫
共
一

伺
・
辻
金
物
三
組
分



を
発
見
し
た
。

(図
版
第
六
)
南
袖
垣
に
接
し、

羨
道
床
面
よ
り
七

O
糎
前
後
高
い
位
置
で
あ
る
。
こ
の
高
位
は
詰
石
群
と
し
て
は
底

位
に
あ
た
り
、
鮫
具
及
び
辻
金
物
の
大
部
分
は
そ
の
詰
石
上
に
直
接
し、

一日一
環
鈴
は
ほ
ぼ
等
高
位
で
そ
の
直
前
の
黒
土
中
に
包
含
さ
れ

そ
の
脚
部
一
個
は
詰
石
下
か
ら

て
い
た
。
辻
金
物
の
環
状
基
体
の
一
個
は
、

そ
れ
ら
の
横
の
袖
垣
に
は
り
つ
い
た
形
で
発
見
さ
れ
た
。

註
遊
離
し
て
採
集
さ
れ
た
が
、
恐
ら
く
同
じ
附
近
に
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
項
中
の
人
骨
の
記
述
は
附
載
の
金
関
丈
夫
先
生
の
稿
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。

① ② 

東
隣
の
歯
牙
が
す

べ
て
上
顎
歯
牙
の
み
で
あ
る
こ
と
は
、

第
一
屍
床
の
場
合
と
同
じ
く
上
顎
の
み
が
こ
こ
に
離
存
し
た
と

考
え
ら
れ
る
。
即
ち
東
隣
に

一
体
の
頭
査
骨
が
完
存
し
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
西
隣
の
も
の
は
下
顎
の
そ
れ

で
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
、
一
遺
体
の
公
算
が
大
き
い
。

③ 

天
井
附
近
の
小
石
の
落
下
及
び
二
次
的
な
土
砂
の
堆
積
移
動
が
見
ら
れ
る
の
で
、
時
間
の
長
い
経
過
に
よ
る
自
ら
な
る

撹
乱
が
当
然
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
玉
類
採
取
も
中
央
よ
り
折
半
し
て
行
っ
た
の
で
な
く
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
第
三
群
は

貝
輪
附
近
の
所
謂
中
心
部
の
み
の
採
取
に
近
く
、
第
二
群
は
西
側
の
中
心
に
更
に
中
間
部
を
超
え
る
範
囲
ま
で
の
採
集
で

本
来
の
数
は
両
者
を
合
計
し
て
折
半
し
た
数
で
あ
ろ
う
。
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第

-L... 
ノ、

(図
版
第
一

O
l
第
二

O
)

各

遺

物

説

方
格
規
矩
鏡

第
一
屍
床
内
発
見
遺
物

一
面
(
図
版
第
一
二
川
)

径
一

0
・
一
糎
。
反
り
三
粍
。
表
裏
に
銅
銭
が
見
ら
れ
、
表
面
は
と
く
に
著
し
い
が
極
め
て
滑
沢
で
鉛
黒
色
を
呈
す
。
素
鉦
の
周
囲

に
と
面
状
の
方
格
が
あ
る
が
、
磨
滅
し
て
復
線
の
状
を
呈
し
て
い
る
。
そ
の
各
辺
よ
り
丁
字
形
が
出
で
、

そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
環
座
を
も



〉

l
u
E
T
¥

J

M

可
寸
，
力
一
/

個
存
す
る
。
方
格
の
角
に
対
称
的
に
V
字
形
が
存
す
る
が
、

L
字
形
は
存
し
な
い
。
櫛
歯
文
帯
を
め
ぐ
ら
し
て
内
区
を
終

一
段
高
く
な
り
二
列
の
外
向
鋸
歯
文
帯
を
有
し
、
縁
は
丸
味
を
も
っ
た
平
縁
。
図
文
は
全
体
に
磨
滅
し
て
い
て
所
謂
手

る
。
外
区
は
、

な
れ
の
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
乳
自
体
か
な
り
鋳
流
れ
が
見
ら
れ
、
本
来
鋭
利
な
図
文
で
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
以
上
の

如
く
簡
単
な
図
文
で
あ
る
が
、

金
質
は
相
当
良
好
で
あ
る
。
鏡
面
に
は
極
め
て
細
密
な
布
片
が
鏡
着
し
て
い
る
。
鉄
丹
の
附
着
は
全
然

見
ら
れ
な
い
。

5cm O 

金
銅
製
半
筒
形
装
飾
具

金銅製半筒形装飾具復原実測図

二
個
(
図
版
第
一

0
・
第

一
、
第
七
図
)
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一
個
は
全
貌
を
う
か
が
え

な
い
程
度
に
破
砕
し
て
い

る
。
他
は
ほ
ぼ
完
形
を
推
し

得
る
程
度
に
遺
存

し
て
い

第 7図

る
。
即
ち
天
地
は
よ
く
残
つ

て
い
る
が
、
側
縁
は
向
っ
て

右
側
縁
に
、

わ
ず
か
も
と
の

縁
端
部
を
残
す
外
は
す
べ
て



欠
失
し
て
い
る
。
復
原
径
約
六
糎
、
高
さ
一
四
・
九
糎
の
円
筒
形
を
縦
に
半
載
し
た
形
で
あ
る
。

い
ま
遺
物
に
つ
い
て
見
る
に
上
面
や

や
平
た
く
、
従
っ
て
本
来
扇
円
形
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
破
砕
し
て
い
る
上
に
、
厚
さ

0
・
五
粍
に
も
満
た
な
い
薄
い
作

り
で
変
形
も
見
ら
れ
る
の
で
、

実
測
図
は
正
半
円
筒
の
形
で
復
原
図
示
し
た
。
半
円
筒
の
基
体
部
は
全
面
格
子
状
を
呈
す
る
。

ま
た
、

そ
の
上
下
両
端
に
同
様
の
横
長
い
薄
板
を
附
し
、
こ
れ
と
基
体
部
に
は
、
全
面
に
同
様
の
薄
い
小
歩
揺
が
針
金
で
と
め
ら
れ
て
い
る
。

と
く
に
中
央
部
の
み
は
魚
形
を
呈
し
、
遺
存
す
る
三
匹
に
つ
い
て
見
る
と
す
べ
て
頭
を
向
っ

て
左
に
し
て
い
る
。
そ
の
表
側
に
は
目
と

鱗
形
の
外
、
尾
鰭
部
に
点
線
を
刻
し
て
い
る
。
両
端
の
薄
板
に
は
上
下
に
点
線
で
か
こ
ま
れ
た
波
形
が
刻
さ
れ
、
基
体
部
の
格
子
に
は

す
べ
て
押
圧
に
よ
る
平
行
点
線
が
加
飾
さ
れ
て
い
る
。
裏
面
に
は
細
密
な
布
片
が
鋳
着
し
て
い
て
、
も
と
裏
面
は
全
面
に
布
張
り
き
れ

て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

破
砕
し
つ
く
さ
れ
て
い
る

一
個
が
同
製
品
で
あ
る

こ
と
は
破
片
な
が
ら
す
法
、
形
制
す

べ
て
右
述
の
遺
品
に
同

一
で
あ
る
こ
と
か
ら

- 22ー

知
ら
れ
る
。

ま
た
破
片
の
量
と
そ
れ
か
ら
中
央
両
端
に
附
さ
れ
た
薄
板
が

二
枚

(
図
版
第
一

一
右
列
上
下
両
端
)
し
か
見
あ
た
ら
な
い

こ
と
と
は
、

そ
の
破
片
が
一
個
体
分
以
上
で
な
い
こ
と
を
示
す
。

ま
た
中
央
部
垂
飾
の
魚
形

(図
版
第
一

一
左
列
中
央
)

は
、
右
述
の

も
の

に
附
さ
れ
た
そ
れ
と
左
右
逆
で
あ
っ
た
如
く
で
、
二
個
の
本
遺
品
が

一
双
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考
え
さ
せ
る
。
発
掘
部
位

か
ら
は
、
冠
帽
的
な
も
の
に
関
係
あ
る
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
に
わ
か
に
断
じ
が
た
い
。

金
銅
製
冠
帽
片

一
片
(
図
版
第
二
ニ

4
、
第
八
図

4
)

数
片
に
破
砕
し
て
採
集
さ
れ
た
が

一
片
に
復
原
さ
れ
た
。
第
二
屍
床
内
発
見
の
も
の
と
全
く
同
一

で、

そ
の
飛
散

し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
説
明
は
そ
の
項
に
ゆ
ず
る。

第
二
屍
床
内
発
見
遺
物



珠
文
鏡

一
面
(
図
版
第
一
三
)

八
粍
。
鉛
黒
色
を
呈
す
。
緑
鋳
、
著
し
く
鏡
面
の
ほ
と
ん
ど
全
面
に
亘
る
。
鉦
を
め
ぐ
っ
て
三
園
あ
り
、

径
七
・
三
糎
。
反
り
一

櫛
歯
文
帯
で
内
区
を
終
る
。
外
区
は
平
縁
の
京
縁
。
内
区
の
図
文
聞
の
凹
所
に
の
み
鉄
丹
が
附
着
し
て

ま
た
鏡
面
に
も
銅
銭
の
聞
に
布
目
ら
し
い
も
の
が
窺
わ
れ
る
が
は
っ
さ
り
し

次
に
珠
文
得
と
二
圏
を
存
し
、

い
る
。
鏡
背
に
は
細
か
い
自
の
布
片
が
鏡
着
し
て
い
る
。

雪 1

5cm 

込¥3

O 
」

基
部
か
ら
下
に
柄
が
つ
き
、

町、、
0

4
I

一-、ν

金銅製冠帽片実測図

金
銅
製
冠
帽

一
具
(
図
版
第
二
二
、
第
八
図
)

第
一
屍
床
出
土
の
一
片
も
合
わ
せ
て
、

い
ま
八
片
に
復
原
で
き

た
。
す
べ
て
一
具
の
破
砕
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
充
分
な
全

- 23ー

体
の
復
原
形
は
推
し
得
な
い
。
破
片
は
み
な
向
性
質
の
も
の
で
、
極

め
て
薄
く

0
・
五
粍
に
も
満
た
な
い
。
表
裏
と
も
金
箔
を
被
せ
て
い

第 8図

る
。
表
面
に
は
、
二
条
の
平
行
点
刻
線
の
聞
に
、

点
文
を
入
れ
た
波

状
刻
線
を
有
す
る
文
枝
帯
を
縁
等
に
め
ぐ
ら
し
て
い
る
。
形
か
ら
破

片
は
三
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

一
つ
は
逆
心
葉
形
の
立
ち
あ
が
り
の

そ
の
左
右
に
小
腕
枝
が
つ
く
形
で
二
個
存
す
る
。
二
は
羊
角
状
に
著
し
く
由
っ
た
形
を
呈
す
る
も
の
で
、

で
あ
る
。
現
在
互
い
に
小
異
が
見
ら
れ
る
が
、

右
曲
し
た
も
の
二
個
、
左
曲
し
た
も
の
一
何
が
見
ら
れ
る
。
三
は
二
伺
存
す
る
。
共
に
や
や
大
き
い
破
片
な
が
ら
全
体
の
形
制
が
不
明

し
か
し
上
述
の
文
様
帯
を
金
具
の
側
縁
部
だ
け
で
な
く
中
間
部
に
も
斜
行
さ
せ
て
い
る

点
等
相
似
た
性
質
を
有
す
る
。
従
っ
て
、
恐
ら
く
冠
帽
の
向
性
質
の
部
分
を
形
成
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
・
二
は
冠
帽
の



立
ち
あ
が
り
を
な
し
、
三
は
或
は
基
体
部
の

一
部
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
上
の
推
定

①
 

は
現
在
の
と
こ
ろ
不
可
能
で
あ
る
。
各
破
片
に
は
、
第
一
屍
床
出
土
の
半
筒
形
装
飾
具
と
同

様
の
歩
揺
を
附
し
た
と
め
が
ね
及
び
双
孔
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、

そ
の
歩
揺
自
体
は
一
片

も
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
処
女
墳
に
お
い
て
、
冠
帽
片
が
こ
れ
だ
け
し
か
発
見

き
れ
な
か
っ
た
こ
と
と
共
に
不
思
議
と
い
う
外
は
な
い
。
本
遺
品
が
上
述
の
半
筒
形
装
身
具

と
関
係
な
い
こ
と
は
、
文
様
の
細
部
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
点
の
存
す
る
こ
と
か
ら
考
え
ら
れ

る。
貝
輪

一
個
(
図
版
第
二
一
)

殻
肉
の
厚
い
巻
員
を
縦
断
し
て
作
っ
た
も
の
。
長
さ
一
四
・
二
糎
、
幅

一
O
糎
。
上
部
が

す
べ
て
破
損
し
て
正
椛
な
高
さ
が
わ
か
ら
な
い
が
、
現
在
高
の
三
・
二
糎
よ
り
わ
ず
か
に
超

え
る
位
と
思
わ
れ
る
。
貝
の
品
種
に
つ
い
て
は
、
ソ
デ
貝
科
の
ラ
ク
ダ
員
或
は
ス
イ
シ
ヨ
ワ

②
 

ガ
イ
科
の
ス
イ
ジ
ガ
イ
で
な
い
か
と
言
わ
れ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
外
表
も
研
磨
調
整
さ
れ

て
い
る
。

通
例
見
る
一
ア
ン
グ
ニ

vv
製
と
品
種
も
異
り
、
ま
た
相
当
大
形
で
あ
る
点
興
味
深

い。
鹿
角
柄
万
子

一
個
(
図
版
第
一
三
右
端
、
第
九
図

2
)

通
例
の
鹿
角
製
の
柄
を
附
し
た
鉄
製
品
で
あ
る
。
茎
部
と
そ
の
鹿
角
製
柄
の
聞
に
木
製
の

薄
板
が
見
ら
れ
る
。
恐
ら
く
鹿
角
と
の
装
着
を
密
に
す
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
第
三
屍
床
出
土

⑥ 

、豆三三三

主載っE e 

一
~一向コ，

1 

¥ー-1
2 5cm 

第二屍床発見万子及尖頭工具実測図
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第 9図
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の
七
個
に
比
し
、
長
大
で
あ
る
。
鹿
角
柄
は
遺
存
悪
く
文
禄
の
有
無
等
不
明
で
、

ま
た
鞘
ら
し
き
も
の
も
何
等
痕
跡
が
な
い
。

底
的
柄
尖
顕
工
具

一
伺
(
図
版
第
二
ニ
右
列
、
第
九
凶

1
)

鉄
製
。
現
存
長
十
四
糠
は
本
来
の
大
き
き
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
九
・
七
糎
の
身
部
は
断
面
方
形
で
尖
端
が
尖
る
。
柄
は
鹿
角
製
で

断
面
正
円
で
あ
る
。
骨
片
が
銭
着
し
て
い
て
、
詳
細
は
不
明
だ
が
、

恐
ら
く
文
様
等
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
身
部
の
先
端
の
み
に
細
密

な
布
片
ら
し
い
も
の
が
わ
ず
か
に
鋳
着
し
て
い
る
。
以
上
の
形
制
よ
り
恐
ら
く
錐
に
類
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
三
屍
床
内
発
見
遺
物

変
形
文
鏡

一
面
(
図
版
第

一
四
上
)

径
七
・

ムハ
糎
。
反
り
二

・
五
粍
。
鉛
黒
色
を
呈
す
る
が
表
裏
と
も
総
誘
が
著
し
い
。
素
鉦
。
内
区
は
鋳
着
と
本
来
の
鋳
流
れ
の
た
め

は
波
状
の
隆
起
基
線
の
両
側
に
四
・
五
条
の
短
線
を
校
出
さ
せ
て
空
聞
を
う
ず
め
、

一
種
の
唐
草
文
様
状
を
口
五
寸
'る
。
縁
は
半
精
鉾
状

- 25-

図
文
が
明
ら
か
で
な
い
。

し
か
し
、
も
と
も
と
珠
文
鏡
で
な
く
、
外
区
の
文
様
に
ふ
さ
わ
し
い
特
殊
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
外
区

で
あ
る
。
鏡
面
に
は
平
織
の
や
や
荒
自
の
布
が
よ
く
鋳
着
し
て
い
る
。
鉄
丹
は
全
然
附
着
し
て
い
な
い
。

珠
文
鏡

一
両
(
図
版
第
一
四
下
)

径
八
・
八
糎
。
反
り
二
粍
。
表
裏
と
も
前
者
に
比
し
緑
鋳
が
比
較
的
少
く
、
本
来
の
滑
沢
の
面
が
よ
く
う
か
が
え
、
鉛
灰
色
を
呈
す

る
。
素
鉦
を
め
ぐ
っ
て
ま
ず
幅
広
の
珠
文
帯
、

次
に
二
圏
、
次
に

擬
銘
帯
が
存
し
て
、
種
々
の
幾
何
学
的
短
線
文
が
入
れ
ら
れ
て
い

る
。
次
に
比
較
的
密
な
外
向
鋸
歯
文
帯
が
存
し
て
、
と
面
を
呈
す
る
外
区
と
な
り
鋭
利
な
稜
を
も
っ
た
平
縁
で
終
る
。
所
謂
手
な
れ
の

な
め
ら
か
さ
を
有
す
る
が
、
図
文
は
鮮
明
に
鋳
出
さ
れ
て
い
る
。
内
区
の
部
分
に
の
み
、

か
な
り
よ
く
鉄
丹
が
沈
着
し
て
い
る
。
鏡
面

に
は
一
部
に
、
太
さ
、
織
り
方
と
も
に
前
鏡
に
よ
く
似
た
布
の
鋳
着
が
見
ら
れ
る
。



勾
玉

破
玉
に
類
し
た
石
質
。
大
部
分
が
白
色
で
、
間
々
緑
色
部
が
存
す
る
。
透
明
で
な
い
。
頭
部
か
ら
短
い
胴
部
を
経
て
直
ち
に
尾
部
に

一
個
(
図
版
第
一
五
)

寵
玉

移
り
、
ず
ん
ぐ
り
し
た
小
形
品
で
あ
る
。
両
穿
孔
で
あ
る
。

一
個
(
同
図
版
)

水
晶
製
。
切
子
玉
に
類
す
る
が
全
然
稜
が
な
い
。
両
穿
乳
。

管
玉

一
三
個
(
同
図
版
)

第
一
類

四
類
に
分
け
ら
れ
る
。

灰
緑
色
の
あ
せ
た

七
個
(
同
図
版
左
七
個
)
所
謂
碧
玉
製
で
あ
る
こ
と
は
二
類

・
一二類
と
同
様
で
あ
る
が
、
光
沢
な
く
、

③
 

色
調
を
呈
し
て
い
る
。

長
さ
に
比
し
細
い
作
り
で
あ
る
。

第
二
類

第
三
類

ほ
ぼ
等
し
く
、

第
四
類

- 26ー

一
個
(
同
図
版
中
の
上
)
濃
緑
で
光
沢
著
し
い
碧
玉
製
。
短
小
で
あ
る
。

四
個
(
同
図
版
右
四
個
)
前
両
者
の
中
聞
に
位
す
る
や
や
黄
昧
を
帯
び
た
普
通
の
緑
色
で
光
沢
が
あ
る
。
四
個
と
も
径
は

二
個
ず
つ
長
さ
が
対
を
な
し
て
い
る
。

一
個

(
同
図
版
中
の
下
)
黄
色
の
ガ
ラ
ス
製
。
短
小
で
両
端
丸
味
を
帯
び
、
ま
た
中
凹
み
さ
え
呈
し
、
二
個
の
小
去
が
鋳

玉

付
い
た
如
き
も
の
で
あ
る
。

(
同
図
版
)

す
べ
て
ガ
ラ
ス
製
。
色
調
と
形
態
か
ら
十
三
類
に
分
け
ら
れ
る
。

第
一
類

(
同
閃
版

H
-
m
)
紺
色
、

大
形
。
径
一
糎
、
厚
さ
九
粍
か
ら
径
六
・
五
粍
、
厚
さ
四
粍
の
閣
で
全
体
に
丸
味
の
あ
る
も
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第
二
類

の
が
大
部
分
で
あ
る
。

(
同
図
版

1
・
7
・
日

-m)
紺
色
、
中
形
。
径
六

・
五
粍
、
厚
さ
五
粍
か
ら
径
五

・
五
粍
、
厚
さ
二

・
五
粍
の
問
。

大

体
平
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
縦
長
い
も
の
、
ま
た
丸
味
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。
本
類
の
大
き
い
も
の

は
第

一
類
の
小
さ
い
も
の
に
連
続

第

類

し
て
い

る
が
、
自
ら
ま
た
こ
の
附
近
で
両
者
を
分
類
す
べ
き
が
如
く
で
あ
る
。

(
同
図
版

2

・
8
-m-
m)
紺
色
、
小
形
。
径
五
粍
、
厚
さ
三
粍
か
ら
径
一二

・
五
粍
、
厚
さ
二
粍
の
問。

ほ
と
ん
ど
が

平
た
い
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
第
二
類
と
分
ち
が
た
い
も
の
が
あ
る
が
、

第
四
類

や
は
り
こ
の
附
近
で
分
つ
外
は
な
い
。

(
同
図
版

3

・
9-m-m)
青
緑
色
、
大
形
。
径
八
粍
、
厚
さ
四
粍
か
ら
径
四

・
五
粍
、
厚
さ
二

・
五
粍
の
問
。
大
体

第
二
類
の
大
ま
さ
に
相
応
す
る
が
玉
の
切
口
に
稜
が
な
く
全
体
に
丸
味
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。

(
同
図
版

M
-
m
)
青
緑
色
、
小
形。

径
四
・
五
粍
、
厚
さ
三

・
五
粍
か
ら
径
四
粍
、
厚
さ
二
粍
の
問
。
前
者
の
小
型
で

- 28ー

第
五
類

あ
る
。ロ

」
¥
百
M
円

昌
男
J

ノ
米
大

三

・
五
粍
の
問
。

第
七
類

(
同
図
版

4
・日
)
前
者
に
比
し
、
鮮
か

で
透
明
な
青
緑
色
を
是
す。

径
六
粍
、
厚
さ

三

・
五
粍
よ
り
径
四
粍
、
厚
さ

(
同
図
版

5
-
M
・M
-
U
)
青
色
。
径
七
粍
、
厚
さ
五
粍
よ
り
径
四
粍
、
厚
さ
二
粍
の
間
で
大
小
不
そ
ろ
い

で
あ
る
。

第
八
類

材
料
の
性
質
或
は
製
作
上
の
技
術
の
た
め
か
、
破
砕
し
や
す
い
。

(
同
図

6
-
m
)
本
類
と
第
十
一
類
の
外
は
い
ず
れ
も
が
大
体
透
明
な
外
観
を
呈
し
て
い
る
に
比
し
、
外
観
上
不
透
明
な

乳
育
色
を
呈
す
。
径
六
粍
、
厚
さ
四
粍
よ
り
径
四
粍
、
厚
さ
五
粍
の
問
。

第
九
類

(
同
図
版
お
)
水
色
、
大
形
。

径
七
粍
、
厚
さ
四
粍
。



第

十

類

(
同
図
版
沼
)
水
色
、
前
者
に
比
し
小
形
。
径
四
粍
、
厚
さ
二
粍
よ
り
径
三
粍
、
厚
さ
三
粍
の
問
。

第
十
一
類

(
同
図
版
叩
)
不
透
明
な
青
緑
色
。

一
個
は
径
八
粍
厚
さ
四
・

五
粍
。
他
は
わ
ず
か
に
小
さ
い
。
全
体
に
丸
味
を
有
す

る。
第
十
二
類

(
同
図
版
印
)
水
色
。
径
六
，
五
粍
、
厚
さ
六
粍
。
小
玉
の
中
に
入
れ
た
が
、
円
筒
形
で
管
玉
の
著
し
〈
短
い
形
を
し

て
い
る
。
孔
径
一二
・
五
粍
で
、
孔
径
の
大
き
い
点
も
併
せ
他
の
小
玉
と
相
当
趣
を
異
に
す
る
。

第
十
三
類

(
同
図
版
幻
)
鮮
や
か
な
黄
色
を
呈
す
る
。
二
個
ほ
と
ん
ど
同
大
で
、
径
一二
・
五
粍
、
厚
さ
二
粍
の
本
古
墳
出
土
小
玉

中
最
小
の
部
類
に
属
す
る
。

貝
輪

一
個
(
図
版
第
二
ハ

9
)

-29ー

保
存
状
態
悪
く
、
大
片
三
個
と
数
片
の
細
片
に
破
砕
し
、
欠
失
し
た
部
分
も
多
い
。
従
っ
て
貝
種
の
同
定
は
困
難
で
あ
る
が
、
形
制

④
 

等
よ
り
見
て
恐
ら
く
イ
モ
ガ
イ
の
類
を
輪
切
り
に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
外
径
推
定
約
七
・
五
糎
。

細
鎧

一
個
(
図
版
第
二
ハ
叩
)

金
銅
製
で
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
が
、
今
全
く
金
箔
を
見
な
い
。
二
片
に
破
砕
し
て
い
る
が
、

な
お
不
足
の
部
分
が
あ
る
。
針
金

状
品
を
指
輪
状
に
し
た
も
の
で
、
径
約
一

-
五
糎
。
径
約
一
粍
の
鎧
体
に
は
、
緑
鋳
を
ま
と
っ
た
附
着
物
が
被
覆
し
て
い
る
。
そ
れ
を

加
え
る
と
約
二
粍
の
径
と
な
る
。

し
か
し
そ
の
附
着
物
の
性
質
は
明
ら
か
で
な
い
。

鹿
角
柄
刀
子

七
個
(
図
版
第
二
ハ

1
1
7、
第
一

O
図
)

大
き
さ
は
区
区
な
が
ら
第
二
屍
床
の
も
の
に
比
し
、
す
べ
て
小
形
で
あ
る
。

1
と
2
は
最
も
小
型
で
ほ
ぼ
同
形
・
同
大
の
同
制
品
。

鹿
角
柄
の
柄
元
部
に
簡
単
な
平
行
短
刻
線
を
ジ
グ
ザ
グ
に
刻
し
て
い
る
。

ま
た
共
に
身
部
に
鹿
皮
が
鋳
着
し
、
も
と
鹿
皮
の
袋
状
の
鞘
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3
と

4
に
は
鞘
部
の
痕
跡
が
何
等

見
ら
れ
ず
、
裸
身
の
ま
ま
副
葬
さ

れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

5
・6

は
ほ
ぼ
相
似
た
作
り
で
あ
る
。

5

に
は
身
部
に
の
み
、
先
ず
目
の
太

い
布
を
巻
き
、

そ
の
上
に
ま
た
細

密
な
布
を
巻
い
た
ら
し
い
。

6
に

- 31ー

第10図

は
そ
れ
が
見
あ
た
ら
な
い
。

7
は

本
屍
床
で
最
も
大
き
い
も
の
で
、

身
部
に

5
に
用
い
ら
れ
た
と
同
様

の
細
密
な
布
が
幾
重
に
も
巻
か
れ
て
い
る
。
別
表
の
柄
部
の
長
さ
は
現
存
長
で
実
際
は
ず
っ
と
長
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
石
製
模
造
万
子

⑤
 

の
例
及
び
其
の
他
の
事
例
か
ら
、
柄
部
が
把
握
に
便
利
な
長
き
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
現
存
長
は
中
に
包
被
さ
れ
る
茎
の
関
係

で
保
存
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

鉄
鉱

し
か
し
個
個
に
つ
い
て
そ
の
正
確
な
復
原
長
は
推
測
の
限
り
で
な
い
。

一
本
(
図
版
第
一
六

8
・
第
一
一
図

1
)

鍛
身
長
く
全
長
二
ハ
・
三
糎
。
逆
刺
を
持
っ
た
片
刃
式
。
今
は
逆
刺
部
が
全
く
身
に
鋪
着
し
て
い
る
。
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鞘
尻
状
金
具

一
個
(
図
版
第
一
六
日
・
第
一

O
図

8
)

三
分
の
一
を
欠
失
し
て
い
る
が
、

全
形
は
う
か
が
わ
れ
る
。
長
径
二
・
四
糎
の
底
部
を
も
っ
た
楕
円
形
の
筒
形
品
。
鞘
尻
ま
た
は
柄

⑤
 

先
に
類
す
る
が
、
外
に
何
一
つ
刀
剣
関
係
品
を
見
な
い
の
で
、
即
断
で
き
な
い
。
外
部
に
目
の
太
い
布
が
鋪
着
し
て
い
る
。

石
室
前
床
部
発
見
遺
物

-32-

鉄
鉱

二
本
(
図
版
第
一
九
左
列
三
本
、
第
一
一
図
)

鋳
の
た
め
逆
刺
の
有
無
が
不
明
だ
が
、
す
べ
て
第
三
屍
床
発
見
品
と
同
制
ら
し
い
片
刃
式
で
箆
被
が
長
い
。
通
例
の
方
式
に
よ
っ
て

矢
柄
が
着
装
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
明
瞭
に
知
ら
れ
る
。

前

床

部

遺

物

図

版

対

照

表

ト)

図
版
第
四

1 

5 . 6 

27 

22 

21 

31 

2 

4 

34 

13 

14 

図
版
第

七

1 

2 

3 

4-1 

4-2 

4-3 

8 

9 



銃
具

一
二
個
(
図
版
第
一

七
・
第
一
九
・
第
一
二
図
)

す
べ
て
馬
具
と
思
わ
れ
る
。
次
の
各
類
に
分
れ
る
。

鮫
具

1

一
対
二
個
(
図
版
第

一
七

1
・
2
、
第

一
二
図
悶
)
長
径
四
・
三
糎
位
の
楕
円
形
の
座
金
に
両
足
を
挿
入
し
、

そ
の
足
端

聞
に
支
陸
'
が
か
ま
せ
で
あ
る
。

足
部
に
は
木
質
と
皮
革
の
変
質
し
た
ら
し
い
も
の
が
鋪
着
し
て
い
て
、

も
と
か
か
る
も
の
に
装
着
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

銃
具

2

一
対
二
個
(
同
図
版

2
・
5
・
6
、
第
一
二
図
却
)
二
個
共
基
部
に
皮
革
の
変
質
し
た
ら
し
い
も
の
が
鋪
着
し
て
い
る
。

本
例
は
前
述
の
鮫
具

1
と
近
接
し
て
発
見
さ
れ
、
中

一
個
は
銃
具

1
と
繍
着
し
て
発
見
さ
れ
た
。
恐
ら
く
銃
具

1
と
一
具
を
な
し
て
革

銃
具

3

一
対
二
個

(
同
図
版

8
・
9
、
第
一
二
図
幻
)
鮫
具

2
よ
り
や
や
小
形
の
同
形
品
。
出
土
地
か
ら
見
て
対
を
な
す
と
思
わ

- 33一

を
張
っ
た
木
製
鞍
の
鞍
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

れ
る
。銭

具

4

一
対
二
個
(
同
図
版

3
・
4
、
第
一
二
関
問
)
前
類
よ
り
更
に
小
さ
い
が
、
両
足
は
約
四
糎
木
質
に
挿
入
さ
れ
て
後
、
直

角
に
外
方
に
曲
げ
ら
れ
て
い
る
。
木
目
の
走
行
は
両
足
と
平
行
し
て
い
る
。

4ー

2
と

4
1
3
は
離
れ
て
出
土
し
、

ま
た
接
合
も
し
な

い
が
恐
ら
く

4
1
1
の
両
足
と
考
え
ら
れ
る
。
出
土
状
況
よ
り
し
て
前
類
と
ま
た
一
具
を
な
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

鮫
具

5

一
個
(
同
図
版

7
、
第
一
二
図
日
)
前
類
に
近
い
大
ま
さ
だ
が
鎧
体
の
両
側
が
く
び
れ
る
式
で
あ
る
。

銃
具
残
欠

一
個
分
(
図
版
第
一
九
日
・
日
・
問
、
第
一
二
図

9
)
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版 I~ I 
第|第 [

鋲
留
金
具 前

床

部

遺

物

図

版

対

召
内
伝
札

口
u
H

一一一イ

(二j

一2
一L
5
一7

一8
一6
一

8
一6
一7
一9
一0
一5

一6
一9
一4

一5
一8
一2
一0
一0
一3
一5
一6
一

J

J

1
一j
I
一空
一JJ
リ
パ
日
旧
日

2
2一一三

υ

一A2
一一j
i
l
l
-
一3
一

一」

寸J

寸
一
一
一
一
「
一[
一!
一l
一l
L
U

三
一
一l
川
一J
J
l
一

一」
2
十

3

4

一j
j
J
8
一9
1
ヨ
一」
J
2
J
J
』
」
」
2
1
2氏
一

鋲
留
金
具

1

馬
具
の
雲
珠
・
辻
金
物
の
足
と
思
わ
れ
五
類
に
分
類
で
き
る
。

ニ
O
個

(
関
版
第
一

八
、
第

一
二
凶
)

鋲
留
金
具

2

鋲
留
金
具

3

せ
て
い
る
。

鋲
留
金
具

4

鋲
留
金
具

5

一
二
個
(
図
版
第
一
八

1
1
9
、
第
一
二
図

1
)
鉄
地
金
銅
張
。
小
は
ぜ
形
で
一
鋲
を
有
す
る
。

⑦
 

六
個

(
同
図
版
日
目
、
第

一
二
図

2
)
鉄
地
金
銅
張
。
方
形
で
一
鋲
を
有
す
る
。

- 35ー

四
伺
(
向
凶
版

m
m、
第

一
一一
図

3
)
鉄
製
。
方
形
で

三
鋲
を
有
す
る
。

基
部
に
別
に
帯
状
の
貴
金
具
を
繍
着
さ

一
個
(
同
図
版
目
、
第
一
二
図

4
)
鉄
製
。
前
の
各
例
に
比
し
大
ま
く
、

五
鋲
を
有
す
る
。

七
個
(
同
図
版
叩
|
目
、
第
一
二
図

5
)
鉄
製
。
第

一
類
よ
り
大
ま
い
小
は
ぜ
形
で
、
一
二
鋲
を
有
す
る
。
こ
れ
に
も

基
部
に
帯
状
の
賞
金
具
が
見
ら
れ
る
。

し
か
し
雲
珠

・
辻
金
物
に
於
て
普
通
金
属
製

以
上
各
類
は
い
ず
れ
も
内
部
に
皮
革
の
変
質
し
た
ら
し
き
も
の
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
。

で
あ
る
中
央
の
基
体
部
は
全
然
発
見
さ
れ
な
か
っ
た
。
恐
ら
く
滅
失
す
る
性
質
の
材
料
で
作
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
通
例
の
式
に

従
い
恐
ら
く
凹
脚
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
の
中
央
忠
一
体
部
の
関
係
上
出
土
状
態
で
明
瞭
に
そ
れ
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
な
か



っ
た
。
し
か
し
至
近
の
位
置
で
出
土
し
た
第
一
類
の
図
版
第
一
八

1
の
四
個
(
図
版
第
四
位
)
及
び
第
二
類
の
同
図
版
汀
・
刊
の
四
個

(
図
版
部

-m)、
第
五
類
の
同
図
版
ロ
・
日
の
四
個
(
図
版
第
四
日
ω
・
羽
)
等
は
そ
れ
ぞ
れ

一
具
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

前

床

部

遺

物

図

版

対

照

表

{三ヨ

木
心
鉄
板
被
金
具

二
組
(
図
坂
第
一
九

1

7
、
第
一
二
図
日
l
汀
)

- 36ー

一
組
(
図
版
第
一
九

6
、
第
一
二
図
汀
)
は
、
木
心
の
両
側
に
厚
さ
一
粍
、
幅
一
・
四
糎
位
の
鉄
板
を
被
せ
、

そ
の
厚
さ
約
二
糎
の

状
態
で
出
土
し
た
。
従
っ
て
本
来
内
部
を
木
心
と
し
、

そ
れ
に
鉄
の
薄
板
を
鋲
留
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
た
が
、

そ
の
全

き
姿
は
不
明
と
い
う
外
は
な
い
。
た
だ
木
心
鉄
被
の
鐙
の
技
法
に
類
す
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。

雑
金
具

五
点
(
同
図
版

H
l日
)

中
二
個

(
m
-
H
)
は
鉄
鉱
の
茎
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
断
定
で
き
な
い
。
他
は
性
質
不
明
の
鉄
板
及
び
銭
具
類
の
破
片
か
と
も

思
わ
れ
る
。

羨
道
発
見
遺
物

銃
具

一
個
(
図
版
第
二

O
7、
第
一
二
図

6
)



鉄
製
。
石
室
内
発
見
の
各
例
よ
り
細
作
り
で
あ
る
。

辻
金
物

三
組
(
図
版
第
二
0
2
1
5
・
8
1
叩
・
第
一
二
図

7
〉

鉄
製
。
外
径
三
・
四
糎
の
鐸
体
を
中
心
と
し
、

そ
れ
よ
り
恐
ら
く
四
脚
を
提
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。
脚
部
は
小
は
ぜ
形
で
、

鋲
を

有
し
、
鎧
体
に
接
す
る
基
部
に
は
別
に
帯
状
の
責
金
具
が
附
加
さ
れ
て
い
る
c

銀
体
三
個
、
脚
部
七
個
の
外
、
胴
体
を
は
な
れ
た
貴
金

③
 

い
ず
れ
に
も
皮
革
の
変
質
し
た
ら
し
い
も
の
が
遺
着
し
て
い
る
c

具
の
破
片
岡
個
が
発
見
さ
れ
た
。

鋲
留
金
具

一
個
(
図
版
第
二

0
6
、
第
一
二
図

8
)

鉄
製
。
長
方
形
を
呈
し
四
鋲
を
有
す
る
。
前
記
辻
金
物
の
脚
と
は
趣
を
異
に
す
る
。

裏
面
に
は
皮
革
の
変
質
し
た
ら
し
い
も
の
が
附

着
し
て
い
て
、
も
と
帯
革
の
飾
金
具
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

以
上
の
三
種
の
遺
品
は
、

一
応
別
記
し
て
述
べ
た
が
、
同
一
地
点
の

発

見

で
、

す
べ
て
一
連
の
関
係
を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

- 37ー

る。

環
鈴

一
個
(
図
版
第
二

0
1
)

通
例
の
形
で
あ
る
が
、
外
径

一一

糎
を
計
り
、
大
形
の
も
の
で
あ
る
。
鈴
子
も
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
く
径
二
糎
前
後
の
丸
石
で
あ
る
。

社
江

① 

本
遺
品
の
参
考
と
な
る
天
冠
が
伝
上
野
国
出
土
と
し
て
存
す
る
。

後
藤
守

一
「
上
古
時
代
の
天
冠
」

「
日
本
古
代
文
化
研

究
」
所
収
。

昭
和
十
七
年
。

三
二
四
頁
第
一

O
二
図
日
参
照
。

② 

九
州
大
学
理
学
部
波
部
忠
重
博
士
及
び
植
田
芳
郎
氏
の
鑑
定
に
よ
る
。

③ 

九
州
大
学
理
学
部
唐
木
田
芳
文
氏
の
鑑
定
で
は
、

こ
の
七
個
は
疑
灰
岩
で
な
い
か

と
言
わ
れ
る
。

④ 

波
部
忠
重
博
士
及
び
植
田
芳
郎
氏
に
鑑
定
願
っ
た
が
、
著
し
く
原
状
を
損
じ
て
い
る
た
め
、
貝
種
不
明
で
あ
っ
た
。

イ
モ



ガ
イ
は
た
だ
筆
者
の
推
想
す
る
所
で
あ
る
。

⑤ 

末
永
雅
雄
「
鹿
角
装
万
剣
」

「
考
古
学
」
第
九
巻
第
七
号
・
昭
和
十
三
年
。

⑥ 

福
岡
市
平
尾
八
反
田
の
一
古
墳
か
ら
も
同
様
の
状
態
で
一
伺
単
独
出
土
し
て
い
る
。
但
し
こ
れ
は
底
部
の
な
い
も
の
で
あ

る
。
昭
和
三
十
二
年
二
月
九
州
大
学
考
古
学
資
料
室
調
査
。

⑦ 

南
鮮
慶
北
達
西
面
第
五
十
九
号
墳
に
於
て
十
字
形
飾
金
具
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
も
の
は
小
形
な
が
ら
形
制
を
同
じ
く

し
、
極
め
て
参
考
と
な
る
。

(
野
守
健
・
小
泉
顕
夫
「
慶
尚
北
道
達
城
郡
達
出
面
'
古
墳
調
査
報
告
」

「
大
正
十
二
年
度
古

蹟
調
査
報
告
』
第
一
冊
・
朝
鮮
総
督
府
・
昭
和
六
年
)

⑧ 

本
辻
金
物
の
例
品
は
南
鮮
慶
州
の
金
鈴
塚
に
あ
る
。
大
小
二
種
存
す
る
が
、
共
に
本
例
よ
り
大
き
く
、
文
三
脚
で
あ
る
点

等
小
異
は
存
す
る
。
(
栴
原
末
治
「
慶
州
金
鈴
塚
飾
履
塚
発
掘
調
査
報
告
」
『
大
正
十
三
年
度
古
蹟
調
査
報
告
」
第
一
冊
・
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本
文
・
朝
鮮
総
督
府
・
昭
和
七
年
・
一
五
九
頁
)

第

七

後

結

以
上
本
墳
の
内
外
の
構
造
及
び
遺
物
に
つ
い
て
そ
の
実
際
を
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
次
に
通
例
な
ら
ば
以
上
の
事
実
に
つ
き
、

又
以
上
の
事
実
よ
り
考
え
ら
れ
る
諸
種
の
問
題
の
考
察
合
述
べ
る
順
序
と
な
る
。

し
か
る
に
本
報
告
は
先
ず
調
査
の
実
際
を
早
急
に
一

般
に
公
開
す
る
こ
と
を
建
前
と
す
る
こ
と
と
、

又
一
方
学
聞
の
現
段
階
は
一
古
墳
に
つ
い
て
単
な
る
類
似
の
事
例
を
あ
げ
て
一
応
の
考

察
を
な
す
と
い
う
時
期
を
は
や
す
ぎ
、

よ
り
総
括
的
な
資
料
の
集
成
の
下
に
、
想
を
新
た
に
し
て
よ
り
深
広
な
考
察
を
す
べ
き
段
階
に

到
来
し
た
こ
と
を
信
ず
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
本
墳
の
年
代
観
を
組
立
て
る
に
示
唆
す
る
諸
点
を
指
適
す
る
に
と
ど
め
た
い
。



先
ず
遺
物
の
面
よ
り
述
べ
る
と
、
コ
一
環
鈴
が
第
一
に
注
目
さ
れ
る
。
即
ち
三
環
鈴
の
出
土
例
と
し
て
、
九
州
に
於
て
は
、
福
岡
県
浮

①

②

 

羽
郡
塚
堂
古
墳
と
熊
本
県
玉
名
郡
の
著
名
な
江
間
の
舟
山
古
墳
が
あ
げ
ら
れ
る
。
共
に
前
方
後
円
墳
で
、
後
者
が
五
世
紀
の
後
半
、
前

者
又
そ
れ
に
近
い
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

し
か
る
に
比
較
的
副
葬
品
の
明
ら
か
な
北
部
九
州
の
後
期
古
墳
に
於
て
、
管
見
の
及
ぶ
所

で
は
、

ま
だ
本
遺
品
の
存
在
を
知
ら
な
い
。
文

一
方
、
中
期
の
前
半
よ
り
上
る
古
墳
か
ら
も
文
、

そ
の
出
土
を
見
な
い
。
即
ち
三
環
鈴

の
行
わ
れ
た
時
期
の
自
ら
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
推
想
さ
れ
る
。
九
州
以
外
の
出
土
例
も
二
、
三
そ
の
性
質
を
明
ら
か
に
し
が
た
い
も

③
 

ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。
こ
こ
に
本
古
墳
の
年
代
観
を
組
立
て
る
上
に

一
つ
の
屈
強
の
材
料
と
な
る
の
で
な
い
か
と
考
え

の
も
存
す
る
が
、

ら
れ
る
次
第
で
あ
る
。

次
に
金
銅
製
半
筒
形
装
飾
具
で
あ
る
が
、
例
品
の
発
見
は
極
め
て
す
く
な
く
、
今
筆
者
の
知
る
所
は
、
た
だ
上
記
熊
本
県
の
舟
山
古

④
 

墳
発
見
例
と
滋
賀
県
高
島
郡
鴨
の
稲
荷
山
古
墳
の
そ
れ
に
す
ぎ
な
い
。
前
者
は
完
形
を
知
り
が
た
い
ほ
ど
の
破
残
品
で
あ
る
が
、
そ
の
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細
部
の
つ
く
り
と
特
徴
か
ら
明
ら
か
に
例
品
と
思
わ
れ
る
。
後
者
は
一
対
二
伺
が
、

よ
く
旧
状
の
ま
ま
遺
存
し
て
、
例
品
た
る
こ
と
が

極
め
て
明
瞭
で
あ
る
。

そ
の
細
部
の
装
飾
に
於
て
は
若
干
趣
を
異
に
す
る
。
さ
り
な
が
ら
、

そ
の
共
伴
品
た
る
冠
帽
の
立
花
部
に
吊
さ

れ
た
歩
揺
の
魚
形
は
そ
の
大
き
さ
か
ら
そ
の
尾
鰭
の
外
形
迄
、

又
同
じ
く
共
伴
の
嬰
魚
侃
は
そ
の
表
面
に
見
ら
れ
る
鱗
形
の
刻
文
に
於

て
、
本
墳
出
土
の
中
央
部
に
吊
さ
れ
た
魚
形
に
極
め
て
近
い
。

か
く
て
本
遺
品
の
点
か
ら
も
本
古
墳
は
江
田
の
舟
山
古
墳
と
時
期
的
に

関
係
深
い
こ
と
を
知
る
が
、
文

一
方
鴨
の
古
墳
と
も
関
聯
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

一
方
舟
山
古
墳
と
鴨
の
古
墳
は
本
遺
品
以
外
の

諸
点
か
ら
も
、

ほ
ぼ
相
近
い
時
期
に
前
後
す
る
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
に

一
層
、
本
墳
の
年
代
観
を
確
実
な
ら
し
め
る
も
の
が
あ
る
。
な

お
こ
の
半
筒
形
装
飾
具
は
鴨
の
占
墳
に
於
て
も
上
記
の
如
く
一
対
二
個
で
、

こ
れ
が
本
品
の
通
性
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
文
鴨
の
古
墳
に

あ
っ
て
、
若
干
の
問
題
が
あ
っ
た
其
の
原
位
置
に
つ
い
て
も
、
今
回
の
発
見
位
置
は
、
右
の

二
個

一
回
一
〈
の
点
と
共
に
、

不
明
と
い
わ
れ



③
 

る
本
品
の
用
途
に
つ
い
て
、
将
来
解
決
を
与
え
る
手
が
か
り
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
木
心
鉄
板
被
金
具
は
、

そ
の
旧
状
を
全
く
推
し
得
な
い
程
度
一
に
破
砕
し
て
い
る
が
、

恐
ら
く
鐙
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
カミ

る
と
き
は
、

又
我
国
古
墳
時
代
の
後
半
に
於
け
る
馬
具
副
葬
期
の
そ
の
前
半
、
即
ち
中
期
末
か
ら
後
期
初
頭
に
の
み
行
わ
れ
た
遺
品
と

⑥
 

又
注
意
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
た
と
え
鐙
で
な
い
場
合
で
も
、

こ
の
技
法
は
や
は
り
当
期
の
特
徴
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
馬
具
の

し
て
、

中
、
羨
道
発
見
の
基
体
が
鑓
状
を
呈
す
る
金
具
に
つ
い
て
は
、

上
述
鴨
の
古
墳
か
ら
同
様
の
鉄
鎧
の
み
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
後
期
に

通
常
見
な
れ
ぬ
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

四
国
の
佑
製
鏡
は
、
中
に
方
格
規
矩
鏡
の
古
制
を
示
す
一
面
を
含
む
と
共
に
、

通
例
の
珠
文
鏡
二
面
を
有
す
る
。
珠
文
鏡
は
従
来
も

中
期
か
ら
後
期
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
如
く
説
か
れ
て
い
る
が
、
中
期
後
半
に
盛
行
の
中
心
を
有
す
る

一
鏡
式
た
る
こ
と
、
近
年
九
州

⑦
 

各
地
発
現
の
諸
例
よ
り
筆
者
の
ひ
そ
か
に
考
え
て
い
る
所
で
あ
る
。
他
の
一
面
の
外
区
に
於
け
る
特
殊
な
文
様
に
い
た
っ
て
は
珍
例
と

す
る
外
は
な
い
が
、

金
質
、
文
様
の
点
よ
り
他
の
三
鏡
に
近
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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以
上
の
諸
遺
物
は
本
墳
出
土
遺
物
中
重
要
か
つ
特
色
あ
る
も
の
で
あ
る
が
、

上
述
の
如
く
す
べ
て
、
中
期
か
ら
後
期
初
頭
に
渡
っ
て

の
み
盛
行
し
た
遺
品
に
属
し
、
従
っ
て
本
古
墳
の
年
代
を
推
せ
し
め
る
。

他
の
遺
物
に
つ
い
て
は
、
鹿
角
柄
万
子
の
如
く
長
い
年
代
に
渡
り
行
わ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

又
貝
輪
類
・
各
種
鮫
具
等
の
如
く
、

そ

の
時
期
に
つ
い
て
な
お
定
め
か
ね
る
も
の
が
存
す
る
次
第
な
が
ら
、
必
ず
し
も
右
述
の
遺
物
の
年
代
観
と
直
ち
に
阻
臨
す
る
も
の
で
は

‘、、.《》

ふ
ん
、
し

ひ
る
が
え
っ
て
、
本
邦
後
期
古
墳
に
通
有
な
る
遺
品
に
し
て
、
本
古
墳
に
発
見
出
来
な
か
っ
た
も
の
の
存
す
る
こ
と
は
、

又
上

述
遺
品
の
示
す
年
代
観
を
実
ら
し
く
す
る
。
即
ち
須
恵
器
及
び
金
鎧
の
類
を
一
切
含
ま
な
い
。

石
室
に
つ
い
て
見
る
と
、
単
室
の
横
穴
式
石
室
で
、
羨
道
部
に
天
井
石
を
有
し
な
い
形
式
は
、

北
部
九
州
に
所
在
す
る
後
期
通
例
の



横
穴
式
石
室
と
又
越
を
異
に
す
る
。
即
ち
後
期
の
望
室
は
単
室
で
あ
っ
て
も
、
羨
道
部
に
天
井
石
を
有
し
、

発
達
し
た
も
の
は
複
室
と

な
る
c

石
室
発
達
の
順
序
よ
り
す
れ
ば
、
自
ら
本
石
室
の
よ
り
古
い
形
式
な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
又
後
期
後
半
の
石
室
が
西
南
或

③
 

は
南
方
に
閉
口
す
る
に
対
し
て
、
本
墳
の
そ
れ
が
西
北
で
あ
る
こ
と
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
が
又
こ
の
時
期
に
ふ
さ
わ
し
い
。
石
室

の
内
部
が
一
面
に
鉄
丹
に
よ
っ
て
塗
抹
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
印
策
的
で
あ
る
が
、

こ
の
事
実
は
又
本
古
墳
の
時
期
を
示
唆
す

る
如
く
で
あ
る
。
即
ち
北
、
中
部
九
州
の
後
期
古
墳
に
は
、
石
室
の
側
壁
に
彩
色
に
よ
る
絵
岡
又
は
幾
何
学
的
図
文
の
装
飾
あ
る
も
の

の
存
す
る
こ
と
で
著
名
で
あ
る
が
、
石
室
全
面
に
鉄
丹
を
塗
彩
す
る
こ
と
は
漸
時
少
く
な
る
。
し
か
る
に
、
福
岡
県
糸
島
郡
の
丸
腰
山

③

⑬

⑬

 

古
墳
、
或
は
佐
賀
県
東
松
浦
郡
の
谷
口
古
墳
及
び
横
田
下
古
墳
等
に
は
、
全
面
に
塗
丹
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
前
、
中
期
に
属
し
、

こ
の
時
期
に
こ
の
地
方
に
於
て
、

叉
か
か
る
風
習
の
存
し
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
勿
論
本
墳
は
右
の
誇
例
ほ
ど
時
期
の
上
る
も
の
で

は
な
い
が
、
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以
上
の
事
実
は
や
が
て
本
墳
の
年
代
に
つ
い
て
叉
教
え
る
も
の
が
あ
る
。
な
ほ
本
墳
と
ほ
ぼ
相
似
た
時
期
と
考
え
ら
れ
て

⑫
 

や
は
り
全
面
に
塗
丹
し
た
ら
し
い
例
は
、
福
岡
県
筑
紫
郡
立
明
寺
の
一
古
墳
が
あ
る
。
又
板
状
石
を
障
壁
と
し
て
屍
床
を
設
け
る
例
は

⑬
 

上
記
、
本
県
の
横
田
下
古
墳
に
そ
の
例
が
あ
る
。
同
じ
く
前
記
丸
隈
山
古
墳
は
、
蓋
石
を
存
し
て
、
箱
式
石
棺
と
い
う
べ
き
で
あ
る
が

⑬
 

叉
相
似
た
遺
構
で
あ
っ
て
、
福
岡
県
王
塚
の
と
と
の
っ
た
石
星
形
内
の
棺
床
に
連
ら
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

叉
、
本
石
室
の

時
間
的
位
置
を
示
す
。
即
ち
本
地
方
に
於
て
王
塚
以
降
に
は
、
か
か
る
自
然
石
利
用
の
障
壁
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
文
石
室
内
の

⑬

⑬

 

周
壁
の
模
状
突
起
も
文
、
福
岡
県
久
留
米
市
日
輪
寺
古
墳
、
同
県
浮
羽
郡
塚
堂
古
墳
、
大
分
県
宇
佐
郡
鬼
塚
古
墳
と
、
叉
相
前
後
す
る

⑫
 

時
期
を
示
し
て
い
る
。

以
上
要
す
る
に
、
本
墳
ほ
ど
の
前
方
後
円
墳
に
於
て
、

そ
の
石
室
の
細
部
の
架
構
は
、
羨
道
部
袖
積
、
羨
門
の
構
造
等
、
相
当
の
入

念
さ
を
示
し
な
が
ら
、
構
造
の
全
体
は
、
後
期
の
発
達
し
た
権
室
の
石
室
或
は
単
室
の
そ
れ
に
比
し
、
単
純
に
し
て
始
原
的
な
構
造
た



る
点
、
横
穴
式
石
室
と
し
て
、
相
当
古
い
部
類
に
入
る
こ
と
を
考
え
せ
し
め
る
。
即
ち
上
述
遺
物
に
見
ら
れ
る
様
相
と
文
相
応
ず
る
次

第
で
あ
る
。

外
形
に
つ
い
て
も
又
同
様
で
後
円
丘
に
比
し
前
方
部
の
低
平
な
る
こ
と
、
後
期
の
発
達
し
た
前
方
後
円
墳
の
外
形
と
異
る
。

し
か
し

一
方
、
中
期
の
と
と
の
っ
た
前
方
後
円
墳
も
又
本
墳
よ
り
は
前
方
部
の
高
い
の
が
通
例
の
如
く
で
あ
り
、
本
墳
の
如
、
ぎ
外
形
は
又
異
つ

⑬
 

た
系
統
な
る
こ
と
を
思
わ
せ
る
。

類
例
は
福
岡
県
朝
倉
郡
小
田
の
茶
臼
塚
が
近
く
、
恐
ら
く
、
帆
立
貝
式
の
系
統
の
発
達
せ
る
も
の
で

あ
ろ
う
。
即
ち
、
前
期
の
柄
鏡
式
前
方
部
は
、

一
方
で
は
前
方
部
を
発
達
さ
せ
る
方
向
に
進
む
と
共
に
、

一
方
で
は
、
短
小
低
平
化
せ

し
め
、

そ
の
後
者
か
ら
、
又
本
墳
の
如
き
形
態
を
生
ず
る
の
で
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
そ
し
て
や
が
て
前
者
の
系
統
に
吸
収
せ
ら
れ

て
後
期
の
発
達
し
た
前
方
後
円
形
に
統

一
化
す
る
の
で
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
墳
の
外
形
が
、
後
期
の
発
達
し
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た
そ
れ
以
前
に
属
す
る
こ
と
、
石
室
・
遺
物
の
そ
れ
と
矛
盾
し
な
い
。

以
上
、
本
墳
の
年
代
観
に
関
す
る
各
面
よ
り
の
観
察
は
、
本
墳
が
、
古
墳
時
代
中
期
末
乃
至
後
期
初
頭
に
属
し
、
横
穴
式
石
室
の
初

現
の
時
期
に
近
い
こ
と
を
考
え
せ
し
め
る
。
実
年
代
に
於
て
-
丙
紀
五
0
0
年
前
後
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

尚
本
墳
に
つ
い
て
は
三
個
の
屍
床
に
五
体
の
埋
葬
が
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
間
に
時
間
的
差
異
の
問
題
が
当
然
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
遺
物
の
上
に
於
て
は
著
し
く
前
後
を
示
す
者
が
見
当
ら
な
い
。
す
べ
て
が
比
較
的
短
い
時
期
に
属
す
る
様
で
、
上
記
の
如

〈

一
括
し
て
本
墳
の
年
代
を
考
定
し
た
。

本
墳
に
つ
い
て
は
考
う
べ
き
こ
と
多
く
、
年
代
観
の

一
事
に
し
て
も
、
極
め
て
概
略
に
す
ぎ
た
が
、
最
初
に
述
べ
た
趣
旨
に
従
い
、

一
先
ず
摺
筆
す
る
。

一
に
将
来
の
研
鍵
を
期
す
る
次
第
で
、

切
に
縛
雅
の
垂
教
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

註

① 

昭
和
三
十
年
後
円
部
石
室
調
査
に
際
し
出
土
。
森
貞
次
郎
、

金
子
文
夫
阿
氏
調
査
。
前
方
部
石
室
に
つ
い
て
は
宮
崎
勇
蔵



「
筑
後
浮
羽
郡
千
年
村
徳
丸
塚
堂
古
墳
」

(
「
福
岡
県
報
』
第
十
問
所
収
・
昭
和
十
年
)
参
照
。

② 

梅
原
末
治
「
玉
名
郡
江
田
村
船
山
古
墳
調
査
報
告
」

『
熊
本
県
報
』
第
一
冊
・
大
正
十
一
年

③ 

南
鮮
に
於
て
は
金
冠
塚
よ
り
四
環
鈴
と
三
環
鈴
が
出
土
し
て
い
る
。

(
浜
田
耕
作
、
梅
原
末
治
「
慶
州
金
冠
塚
と
其
の
遺

宝」

『
古
蹟
調
査
特
別
報
告
』
第
三
間
・
上
冊
本
文
及
図
版
、
下
冊
図
版
・
朝
鮮
総
督
府
・
大
正
二
二
年
・
昭
和
三
年、

浜
田
耕
作
「
慶
州
の
金
冠
塚
」
昭
和
七
年
)
後
著
に
於
て
浜
田
博
士
は
本
古
墳
の
年
代
を
西
紀
五
世
紀
の
後
半
か
ら
六
世

紀
の
初
半
前
後
に
持
っ
て
い
か
れ
て
い
る
。

④ 

浜
田
耕
作
、
梅
原
末
治
「
近
江
国
高
島
郡
水
尾
村
鴨
の
古
墳
」

「
京
大
報
告
」
第
八
冊
・
大
正
十
二
年

⑤ 

南
鮮
慶
州
金
鈴
塚
出
土
の
金
銅
透
彫
菱
形
文
金
具
は
全
く
の
断
片
で
文
そ
の
大
き
さ
女
異
に
す
る
が
、
格
子
状
の
外
形
か
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ら
そ
の
表
面
の
点
文
、
更
に
歩
揺
の
形
及
び
そ
の
と
り
つ
け
法
に
至
る
迄
全
く
相
似
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
て
該
古
墳

の
年
代
は
六
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
参
考
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

(
梅
原
末
治
「
慶
州
金
鈴
塚
飾
履
塚
発
掘
調
査
報
告
」

五
三一
民
・
第
六

註
⑧
)

又
慶
尚
北
道
達
城
郡
達
西
面
第
五
十
五
号
墳
か
ら
も
同
一
文
様
の
金
銅
製
冠
帽
が
出
土
し
て
い

る
。
本
古
遺
の
時
期
も
又
ほ
ぼ
前
者
と
併
行
す
る
。

(
野
守
健
、

小
泉
顕
夫
「
慶
尚
北
道
達
城
郡
達
西
面
古
墳
調
査
報

止
口
」
第
六
註
⑦
)

⑥ 

小
林
行
雄
「
上
代
日
本
に
お
け
る
乗
馬
の
風
習
」

『
史
林
L

第
三
十
四
巻
第
三
号
・
昭
和
二
十
六
年
、
同
氏
は
木
心
鉄
板

被
輪
鐙
を
「
わ
が
国
で
は
ほ
ぼ
五
世
紀
中
葉
か
ら
六
世
紀
初
頭
に
か
け
て
用
い
ら
れ
た
鐙
の
一
型
式
で
あ
っ
た
」
と
し
て

い
ら
れ
る
。

⑦ 

こ
の
地
方
に
於
け
る
本
鏡
式
の
集
成
考
察
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
て
い
る
の
で
詳
細
は
一
切
省
略
す
る
。



③ 

直
孤
文
の
家
形
石
棺
で
有
名
な
久
留
米
市
浦
山
古
墳
は
、
や
は
り
前
方
部
の
低
い
古
墳
だ

が
、
石
室
は
西
北
方
の
く
び
れ

部
に
向
っ
て
閉
口
し
て
い
る
。

浜
田
耕
作
、
梅
原
末
治
、

島
田
貞
彦
「
九
州
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
」

一
d

京
大
報
告
』

第
三
冊
・

大
正
八
年
、
第
十
章
筑
後
国
三
井
郡
上
津
荒
木
村
二
粁
茶
屋
の
古
墳

① 

島
田
寅
次
郎
「
丸
寝
山
古
墳

「
福
岡
県
報
』
第
一
輯

⑬ 

梅
原
末
治

「
谷
口
古
墳
」

「
佐
賀
県
文
化
財
調
査
報
告
書
」
第
二
輯
・
昭
和
二
十
べ
年

⑬ 

松
尾
禎
作

「
横
岡
下
古
墳
」

「
佐
賀
県
調
査
報
告
』
第
十
輯
所
収

・
昭
和
二
十
六
年

⑫ 

昭
和
二
十
七
年
二
月
筆
者
実
査
。

周
年
三
月
九
州
考
古
学
会
大
会
に
て
発
表
。

⑬ 

屍
床
は
三
床
あ
り
、
障
壁
の
み
の
も
の
は
二
床
で
、
奥
壁
の

一
床
に

は
蓋
石
を
有
し
て
丸
隈
山
の
箱
式
石
棺
と
同
様
で
あ
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⑬ 

梅
原
末
治
、
小
林
行
雄
「
筑
前
国
嘉
穂
郡
王
塚
装
飾
古
墳
」

『
京
大
報
告
。一
第
十
五
冊
・
昭
和
十
五
年

⑬ 

浜
田
耕
作
、
梅
原
末
治
「
肥
後
に
於
け
る
装
飾
あ
る
古
墳
及
横
穴
」

『
京
大
報
告
」
第
一
冊

・
大
正
六
年
、
第
二
章
第
四

節
筑
後
国
久
留
米
市
日
輪
寺
古
墳

⑬ 

「
西
日
本
史
学
』
第
十
五
号
掲
載
。

賀
川
光
夫
「
大
分
県
に
於
け
る
三
つ
の
竪
穴
式
石
郭
を
有
す
る
古
墳
」

⑫ 

第
四
註
①
三
島
氏
論
文

⑬ 

九
州
考
古
学
会
編
「
北
九
州
古
文
化
図
鑑
」
第
二
喧
・
昭
和
二
十
六
年
・
第
二
図
及
び
解
説
参
照
。



摺
筆
す
る
に
あ
た
り
、
本
稿
作
製
の
真
の
因
縁
で
あ
る
各
方
面
の
御
指
導
御
援
助
に
対
し
、

こ
こ
に
あ
ら
た
め

謝

記

て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
即
ち
石
室
の
関
口
は
五
月
十
日
の
午
前
四
時
半
で
剥
那
の
興
奮
は
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

ひ
き
つ
づ
く
夜
も
又
、
前
後
両
班
に
分
れ
遺
物
の
露
出
、
実
測
、
取
り
あ
げ
等
に
徹
宵
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
等
が
文
生
々
し
く
思
い

起
さ
れ
て
、
直
接
御
指
導
た
ま
わ
っ
た
鏡
山
先
生
は
じ
め
、
調
査
を
共
に
し
た
地
元
及
び
県
教
育
庁
社
会
教
育
課
及
び
九
大
考
古
学
資

料
室
の
各
位
に
深
甚
な
る
謝
意
を
表
す
る
。
文
出
版
に
際
し
て
は
、
筆
者
の
不
手
際
か
ら
数
々
、
社
会
教
育
課
の
各
位
に
御
迷
惑
を
お

か
け
通
し
で
、
誠
に
お
わ
び
の
言
葉
も
な
い
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
終
始
か
わ
ら
ぬ
各
位
の
御
厚
意
に
は
た
だ
感
謝
の
外
は
な
い
。

就
中
楠
風
会
舘
に
於
て
徹
宵
し
て
愚
文
を
清
書
し
て
い
た
だ
い
た
夜
は
、
者
と
は
い
え
、

こ
と
の
ほ
か
底
冷
え
の
す
る
雪
の
深
夜
で
、

そ
の
格
別
の
御
厚
意
は
文
筆
者
の
終
生
忘
れ
得
ぬ
所
で
あ
ろ
う
。
叉
石
質
、
員
種
等
に
つ
い
て
御
教
示
い
た
だ
い
た
諸
先
生
に
対
し
て

光
彩
を
そ
え
て
い
た
だ
い
た
。

し
か
る
に
か
え
り
み
て
本
稿
が
そ
れ
ら
各
方
面
の
御
指
導
と
御
厚
意
に
対
し
充
分
答
え
得
な
か
っ
た
こ
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も
こ
こ
に
厚
く
謝
意
を
表
す
る
所
で
あ
る

0

・
人
骨
に
つ
い
て
は
御
多

t
中
金
関
丈
夫
先
生
に
は
御
教
示
の
外
成
稿
迄
い
た
だ
き
本
書
に

と
は
笠
者
の
自
ら
知
る
所
で
、
誠
に
断
憶
に
た
え
な
い
。

た
だ
な
お
他
日
を
期
し
て
い
る
の
で
各
位
の
御
宥
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
、
本
稿
脱
稿
後
松
尾
禎
作
先
生
が
再
び
快
方
に
向
わ
れ
、
親
し
く
本
蓄
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は

筆
者
の
何
よ
り
よ
ろ
こ
び
と
す
る
所
で
あ
る
。



佐

賀

市

関

行

丸

古

墳

出

土

人

骨

九
州
大
学
医
学
部
教
授

金

関

丈

第
一
号
棺

A 

人

'骨

残

存

部

夫

性
及
び
年
令

前
頭
骨
鱗
部
の
大
部
分
、
頭
頂
骨
(
左
)
の
前
頭
角
部
、
上
牌
骨
体
(
右
)
、
一屑
肝
骨
練
部
(
右
)
、
上
顎
歯
牙
の
大
部
分
。

右
肩
肝
骨
及
び
右
上
牌
骨
体
は
、
B
人
骨
の
左
側
の
も
の
と
同
一
体
。

上
顎
歯
牙
は

B
人
骨
の
下
顎
歯
牙
と
同
一
体
。

東
南
端
遊
離
人
骨
は
、
前
頭
骨
鱗
部
下
中
央
部
の
破
片
に
て

A
の
前
頭
骨
に
接
着
す
。

B 

人

""ヨし
同

残

存

部

側
頭
骨
片
(
左
)
、
頭
頂
骨
片

(
左
)
、
上
牌
骨
体

(
左
)
、
肩
肝
骨
腕
部

(
定
)
、
下
顎
歯
完
存
。

d性

頭
骨
片
の
厚
さ
、
歯
牙

の
大
き
さ
等
よ
り
男
性
骨
と
推
定
す
。

年

令

歯
牙
の
岐
耗
度
よ
り
熟
年
乃
五
十
一
老
年
と
推
定
す
。
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第
二
号
棺

残

存

骨

J性

前
頭
骨
左
側
眼
脅
上
橡
の
一
部
。
第
二
小
臼
歯
歯
冠
部
。

明

年

ぷ入
ド

第
三
号
棺

A 

人
残

存

骨

歯
牙
破
片
一

、

性
及
び
年
令

B 

人
残

存

骨

不小
臼
歯
の
岐
耗
度
よ
り
若
年
と
推
定
す
。

hヨ，
円

(
種
類
不
明
)

不

明

'骨

歯 左
側
肋
骨
小
頭
部
破
片
。

左
右
第
一

小
臼
歯
。
第
二

小
臼
歯
。
左
右
第
一
第
二
第
三
大
臼

性年

令

上
顎
歯
牙
。

内
切
歯
。

外
切
歯
。

不
明
な
る
も
歯
の
大
き
さ
よ
り
、

恐
ら
く
男
性
と
推
定
。

肋
骨
小
頭
部
の
骨
端
と
骨
体
未
融
合
な
る
も
第
三
大
臼
歯
の
粛
出
あ
り
。
二
十
才
乃
至
二
十
一
才
と
推
定
。
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C 
残

存

骨

性年
人(

a

)

 

(
b
)
 

(

C

)

 

，f司
月「

向
っ
て
右
の
骨
。
長
骨
破
片
(
骨
種
不
明
な
る
も
多
分
上
時
骨
)

向
っ
て
左
の
骨
。
長
骨
破
片
(
骨
種
不
明
)
及
び
肩
肝
骨
破
片
。

歯
牙
、

仁
顎
側
切
歯
、
上
顎
第

一
及
び
第
二
小
臼
歯
、
上
顎
第
一
及
び
第
二
大
臼
歯
。

不

明

令

大
臼
歯
の
唆
耗
度
よ
り
熟
年
乃
至
老
年
と
推
定
す
。
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